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『mundi』（ムンディ）はラテン語で
“世界”。本誌は、開発途上国の
現状や、現場で活躍する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

mundi

マレーシアにおける海上保安能力向
上プロジェクト。海上パトロールに出
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／Dialogue for People

井上清司（いのうえ・せいじ）
ケニアのマサイマラに建つホテル「ムパタ・サファリ・クラブ」を運営する
「ムパタ・インベストメント」リージョナル・ディレクター。1992年からナイ
ロビ駐在のテレビカメラマンとして活動。NHK「生き物地球紀行」、TBS
「世界遺産」、放送大学特別講義などの撮影でアフリカ20か国を巡
る。2006年にムパタ・インベストメント社長に就任。18年より現職。

さ
れ
て
い
た
。
1
5
0
5
年
以
降
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
勢
力
に
よ
る
略
奪

と
支
配
を
経
て
、
1
6
9
8
年
に
オ
マ
ー
ン
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
勢
力
を

駆
逐
。
19
世
紀
に
入
る
と
、
オ
マ
ー
ン
の
サ
イ
ー
ド
王
が
現
タ
ン
ザ

ニ
ア
の
ザ
ン
ジ
バ
ル
島
を
首
都
と
し
て
海
上
帝
国
を
築
い
て
お
り
、

こ
の
頃
の
代
表
的
な
東
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
輸
出
品
は
奴
隷
だ
っ
た
。

奴
隷
た
ち
は
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

や
ア
ラ
ビ
ア
半
島
、
イ
ン
ド
に
向
け
て
輸
出
さ
れ
、
綿
布
、
ビ
ー
ズ
、

武
器
弾
薬
な
ど
が
輸
入
さ
れ
た
と
い
う
。
最
近
で
は
、
08
年
に
モ
ン

バ
サ
に
向
か
っ
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
貨
物
船
が
ソ
マ
リ
ア
の
海
賊

に
乗
っ
取
ら
れ
、
積
み
荷
が
戦
車
32
両
と
多
数
の
武
器
で
あ
っ
た
た

め
に
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。
結
局
こ
の
戦
車
や
武
器
は
、
翌

年
に
モ
ン
バ
サ
港
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
の
だ
が
。

　
現
在
で
は
、
石
油
製
品
、
産
業
用
機
械
、
自
動
車
や
鉄
鋼
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
モ
ノ
が
輸
入
さ
れ
、
紅
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
衣
料
品
・
ア
ク

セ
サ
リ
ー
な
ど
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
モ
ン
バ
サ
港
は
、
円
借

款
事
業
の
「
モ
ン
バ
サ
港
開
発
事
業
」
に
よ
っ
て
新
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
16
年
9
月
に
開
港
し
た
。
そ
し
て
「
モ
ン
バ
サ
港
開
発
事

業
フ
ェ
ー
ズ
2
」
も
始
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
ケ
ニ
ア
国
内
で
も

ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
モ
ン
バ
サ
港
周
辺
道
路
開
発
事
業
」

も
進
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
、
街
を
迂
回
す
る

バ
イ
パ
ス
道
路
に
よ
っ
て
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
陸
上
輸
送
の
効
率

化
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　
日
本
が
支
援
す
る
開
発
事
業
で
は
、
特
殊
鋼
材
や
地
盤
改
良
技
術

な
ど
日
本
企
業
の
技
術
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
他
国
の
支
援
で
作
ら

れ
た
隣
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
を
列
車
に
積
む
ク
レ
ー
ン

が
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
傾
き
、
使
用
不
能
に
な
っ
て
い
る
。
見
た
目

で
は
違
い
が
わ
か
ら
な
い
が
、
や
は
り
日
本
の
支
援
は
縁
の
下
の
力

持
ち
の
ご
と
く
、
地
味
に
素
晴
ら
し
い
。
未
来
の
モ
ン
バ
サ
港
で
は
、

ど
ん
な
モ
ノ
が
通
過
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　
東
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら
、
国
内

線
の
飛
行
機
で
約
1
時
間
。車
で
走
る
と
モ
ン
バ
サ
・
ロ
ー
ド
を
通
っ

て
約
4
9
0
キ
ロ
、
約
9
時
間
。
ケ
ニ
ア
第
2
の
都
市
モ
ン
バ
サ
は
、

イ
ン
ド
洋
沿
岸
の
半
落
葉
熱
帯
降
雨
林
の
向
こ
う
に
見
え
て
く
る
。

特
有
の
湿
っ
た
空
気
と
、
ス
ワ
ヒ
リ
文
化
の
面
影
と
、
内
陸
部
か
ら

の
近
代
化
が
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
同
居
す
る
街
。
そ
の
東
ア
フ
リ
カ
の
玄

関
口
が
モ
ン
バ
サ
港
だ
。

　
東
ア
フ
リ
カ
地
域
最
大
規
模
の
モ
ン
バ
サ
港
は
、
ケ
ニ
ア
だ
け
で

な
く
ウ
ガ
ン
ダ
、ル
ワ
ン
ダ
、ブ
ル
ン
ジ
な
ど
の
内
陸
の
国
々
に
と
っ

て
も
重
要
な
港
で
、
近
年
で
は
東
ア
フ
リ
カ
の
経
済
発
展
に
伴
い
、

貨
物
の
取
り
扱
い
量
も
こ
の
10
年
程
度
で
約
2
倍
に
膨
れ
上
が
っ
て

い
る
と
い
う
。

　
私
と
モ
ン
バ
サ
港
と
の
接
点
は
、
日
本
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
モ
ノ

の
受
け
入
れ
だ
。
そ
れ
は
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

中
古
の
シ
ュ
ー
ズ
を
ケ
ニ
ア
国
内
の
ス
ラ
ム
の
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
に
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
私
は
、
港
に
到
着
し
た
シ
ュ
ー
ズ

で
い
っ
ぱ
い
の
コ
ン
テ
ナ
の
通
関
や
、
ナ
イ
ロ
ビ
へ
の
輸
送
を
業
者

に
依
頼
す
る
こ
と
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
る
。
今
ま
さ
に
通
関
手
続
き

が
行
わ
れ
て
お
り
、
数
日
後
に
は
ナ
イ
ロ
ビ
で
の
受
け
入
れ
作
業
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
2
0
1
0
年
に
は
、
ナ
イ
ロ
ビ
で
行
わ
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
イ
ベ
ン
ト

の
先
導
車
と
し
て
、
日
本
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
一
時
輸
入
す
る
仕
事

も
し
た
。
90
年
代
に
は
個
人
や
会
社
の
車
を
日
本
か
ら
輸
入
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
、
考
え
て
み
る
と
モ
ン
バ
サ
港
に
は
、
中
古
車
、

中
古
シ
ュ
ー
ズ
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
介
し
て
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
に

な
る
。

　
モ
ン
バ
サ
港
が
あ
る
こ
の
地
域
で
は
、
紀
元
前
か
ら
金
、
象
牙
、

サ
イ
の
角
、
べ
っ
甲
、
ヤ
シ
油
な
ど
を
輸
出
し
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
や

イ
ン
ド
と
交
易
を
行
な
っ
て
い
た
。
13
世
紀
か
ら
15
世
紀
に
東
ア
フ

リ
カ
の
交
易
都
市
が
最
も
繁
栄
し
て
い
た
頃
に
は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島

や
イ
ン
ド
の
ほ
か
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
と
も
交
易
を
行
い
、
多
様

な
人
々
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
中
国
の
陶
磁
器
な
ど
の
贅
沢
品
も
取
引

イラスト◦中村知史

港
を
通
っ
て

運
ば
れ
る
モ
ノ
文
◦
井
上
清
司

プ
ロ
ロ
ー
グ
Vol.  8
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自由で安全な
海と港

港湾・海上保安特集

世界の貨物輸送の大部分は海上輸送が担っている。大量の物資を扱うことができる
港や、航路を安全に利用するための海上保安は、経済の発展を目指す途上国におい
て重要な課題のひとつだ。日本は周囲を海に囲まれた島国であり、古くから海上輸送
を発達させてきた。その経験や技術を生かして、港や海路の整備、安全な航行のサ
ポートなど、円滑な物流網を構築するための協力を多くの国々に対して行っている。

カンボジアのコンテナ物流の65％を担うシハヌークビル港
（プノンペン港25%、陸路10％）。首都プノンペンからは南
西に約230キロメートルの位置にある。

●港湾のイラスト（p.04～21） ： VoodooDot / Shutterstock.com   Tibor Novak / Shutterstock.com  

写真⃝阿部雄介
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き
あ
が
り
段
階
的
に
施
設
を
拡
張
し
て

い
る
。
今
後
も
継
続
し
て
整
備
が
行
わ

れ
る
計
画
だ
。

　
し
か
し
こ
こ
数
年
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ

ル
港
の
発
展
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
経
済
成
長
は
進
ん
で
い
る
。

同
国
で
は
、
生
地
を
輸
入
し
衣
料
品
に

加
工
し
て
欧
米
な
ど
の
大
市
場
に
輸
出

す
る
縫
製
業
が
急
速
な
伸
び
を
見
せ
て

い
る
。
そ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
同
港

の
コ
ン
テ
ナ
取
り
扱
い
量
は
13
年
の
約

28
万
6
0
0
0
T
E
U＊

か
ら
、
18
年

に
は
約
54
万
1
0
0
0
T
E
U
へ
と

5
年
間
で
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
シ
ハ
ヌ
ー

ク
ビ
ル
港
の
年
間
コ
ン
テ
ナ
取
り
扱
い

能
力
の
上
限
と
さ
れ
る
50
万
T
E
U

を
す
で
に
超
え
て
、
23
年
に
は
80
万

T
E
U
を
超
え
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
コ
ン
テ
ナ
取
り
扱
い
能

力
を
高
め
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
18
年
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
は
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
ゲ
ー
ト
前
に
2
0
0
台
近
い
ト

ラ
ッ
ク
が
並
び
、
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
渋
滞
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
港
の
中
も
大
混
雑
で
、
こ
の

ま
ま
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
成
長
を

阻
害
し
か
ね
な
い
状
況
で
し
た
」
と
説

明
す
る
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
の
三
宅
光
一
さ
ん
だ
。
ま
た
輸
出

入
の
手
続
き
も
煩
雑
で
、
コ
ン
テ
ナ
の

搬
出
入
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
の
も

問
題
だ
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ま
ず
、
渋
滞
が

ど
の
よ
う
な
時
に
ど
れ
く
ら
い
発
生
し

＊ＴＥＵ : 貨物量の単位のひとつ。１ＴＥＵは20フィート（約６ｍ）コンテナ１個分。

コンテナを管理し、クレーンやトラックに移動の指示を出す
プログラムは日本製。コンテナの積み下ろしの時刻や場
所などのデータを分析して港内の混雑度やターミナルのパ
フォーマンスを調査する。

シハヌークビル港では、コンテナターミナルと多目的ターミナルに加えて
新コンテナターミナルの整備も進められている。

コンテナは効率よく貨物を
運べるため、国際的に物
流の主流となっている。港
内のクレーンやトラックは、
円借款により整備した。

ドローンで撮影した動画をもとにコンテナ、クレーン、トラックの非効率な動きや混雑の要因を分析。
問題点を把握しやすいとシハヌークビル港湾公社（PAS）職員に好評だ。

最
大
の
貿
易
港
の
発
展
を

年
間
支
援

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
土
は
、
南
西
部
の

み
が
海
に
面
し
て
い
る
。
そ
の
限
ら
れ

た
海
岸
線
上
に
あ
る
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル

港
は
、
大
型
船
が
寄
港
で
き
る
水
深
が

あ
り
、
同
国
最
大
の
貿
易
港
と
し
て
経

済
を
支
え
て
き
た
。

　
同
港
で
港
湾
運
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
る
J
I
C
A
専
門
家
の
薮
中
克

一
さ
ん
は
、「
か
つ
て
は
メ
コ
ン
川
流

域
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
港
が
貿
易
の
中
心
で

し
た
が
、
外
海
に
面
す
る
シ
ハ
ヌ
ー
ク

ビ
ル
は
地
形
的
に
も
理
想
的
な
場
所
で

あ
る
た
め
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
」
と
同
港
の
重
要
性
を
説
く
。

　
日
本
は
、
1
9
9
9
年
か
ら
施
設
の

整
備
と
運
営
技
術
の
向
上
の
両
面
で
シ

ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
の
開
発
を
支
援
し
て

い
る
。
2
0
0
7
年
に
は
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成
し
、
12
年
に
は
港

に
隣
接
し
た
経
済
特
別
区
（
S
E
Z
）

が
開
設
さ
れ
た
。
18
年
に
は
一
般
貨
物

を
取
り
扱
う
多
目
的
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
で

シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
経
営・技
術
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

フ
ェ
ー
ズ
2

2
0
1
8
年
4
月
〜
2
0
2
1
年
3
月

シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
新
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

2
0
1
7
年
8
月
〜

案件名

さ
ら
な
る
発
展
を
続
け
る

貿
易
の
玄
関
口

近
年
、ハ
イ
ペ
ー
ス
で
経
済
成
長
を
続
け
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
、

国
内
最
大
の
貿
易
港
で
あ
る
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
の
拡
張
と
近
代
化
は
差
し
迫
っ
た
課
題
だ
。

日
本
は
多
角
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
そ
の
発
展
を
支
え
て
い
る
。

進
化
す
る
港

Kingdom of Cambodia

カンボジア

1960年代後半から内戦と政治的混乱が
続いたが、98年の総選挙、99年のASEAN
加入などで安定を取り戻した。2000年以
降、高い経済成長を維持している。衣類
等の縫製品の輸出が堅調で、アメリカや
EUをはじめ世界に輸出されている。

国名  ：カンボジア王国
首都 ：プノンペン
通貨 ： リエル
人口 ：16.1百万人（2017年 IMF推

定値）
公用語 ：カンボジア語

シハヌークビル

専用プログラムで
管理・分析

国際基準の
コンテナ輸送

シハヌークビル港

多目的ターミナル

シハヌークビル港
経済特別区（SEZ）新コンテナターミナル

建設予定地

文
⃝
光
石
達
哉  

写
真
⃝
阿
部
雄
介

首都プノンペンとシハ
ヌークビル港を結ぶ
国道4号線。プノンペ
ン近郊の工場などか
らのコンテナ車が多く
行き来する。

港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集

フェーズ1
フェーズ2

フェーズ3

コンテナ
ターミナル
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し
た
。
次
に
来
る
と
き
は
さ
ら
な
る
改

善
策
を
提
示
し
て
、
そ
れ
を
P
A
S
の

人
た
ち
と
一
緒
に
試
行
し
、
そ
の
成
果

を
モ
ニ
タ
ー
す
る

│
そ
う
し
た
こ
と

を
く
り
返
し
な
が
ら
、
ス
テ
ッ
プ
バ
イ

ス
テ
ッ
プ
で
港
の
能
力
を
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
三
宅
さ
ん
は
語
る
。

調
査
デ
ー
タ
が

政
府
を
動
か
す

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
実
施
し
た

調
査
や
分
析
に
よ
っ
て
港
の
非
効
率
な

現
状
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
政
府
も
改
革
に
乗
り
出
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
昨
年
10
月
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
共
同
体
（
E
U
）
が
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
対
す
る
特
恵
関
税
制
度
の
停
止
を

検
討
す
る
と
表
明
し
た
こ
と
だ
。
E
U

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
最
大
の
輸
出
先
で
あ
り
、

関
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
同
国

の
経
済
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
と
な
る
。

そ
こ
で
今
年
1
月
、
同
国
の
フ
ン
・
セ

ン
首
相
は
優
遇
措
置
が
な
く
な
っ
た
場

合
の
対
策
と
し
て
競
争
力
を
高
め
る
た

め
の
改
善
策
を
い
く
つ
か
打
ち
出
し
た
。

こ
れ
に
は
輸
出
入
に
必
要
な
事
務
手
続

き
を
減
ら
す
こ
と
が
含
ま
れ
て
お
り
、

加
え
て
4
月
か
ら
税
関
の
検
査
料
の
大

幅
値
下
げ
が
実
施
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
改
善
策
を
模
索
す
る
な
か
、

P
A
S
総
裁
の
ル
ー
・
キ
ム
・
チ
ュ
ン

さ
ん
は
、
ト
ラ
ッ
ク
が
港
で
コ
ン
テ
ナ

を
荷
受
け
し
て
か
ら
ゲ
ー
ト
を
出
る
ま

で
に
、
待
ち
時
間
が
平
均
約
5
時
間
あ

る
こ
と
を
オ
ン
・
ポ
ン
モ
ニ
ロ
ッ
ト
副

PAS職員と日本側の関係者は綿密に連携しながら開発を進めて
いる。

以前は書類に不備のあるトラックはゲートに足止めされ、渋滞の原因
となっていた。構内に待機場所を設けて誘導するようにした結果、他
のトラックがスムーズにゲートを通過できるようになり、ゲート前の混
雑は解消しつつある。

ブローカーと呼ばれる船舶代理店のスタッフが、書類
手続きのために構内をバイクで走り回り、トラックのド
ライバーに受け渡しする。渋滞の原因となり、事故の
危険もあるため、昨年秋に通過できるゲートを制限し
た。将来的には書類手続きの電子化も目指す。

トラックが書類手続きのために停車する時間を、ゲート上で計測。
混雑具合の調査方法のひとつだ。

て
い
る
か
、
そ
の
原
因
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
を
調
査
し
た
。ま
た
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
で
管
理
さ
れ
て
い
る
コ

ン
テ
ナ
の
動
き
を
机
上
で
分
析
し
、
現

場
で
の
日
々
の
観
察
結
果
と
重
ね
合
わ

せ
る
と
と
も
に
、
港
を
真
上
か
ら
ド

ロ
ー
ン
で
撮
影
し
て
ト
ラ
ッ
ク
や
ク

レ
ー
ン
の
動
き
を
調
べ
る
な
ど
、
最
先

端
の
技
術
も
駆
使
し
て
混
雑
の
原
因
と

対
策
を
探
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

ゲ
ー
ト
で
の
ト
ラ
ッ
ク
の
待
ち
時
間
の

計
測
を
行
う
と
い
っ
た
地
道
な
デ
ー
タ

収
集
も
行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
集
め
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
湾
公
社
（
P
A
S
）

に
改
善
策
を
提
案
。
現
在
ま
で
に
、ゲ
ー

ト
の
通
過
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
書

類
不
備
車
両
の
一
時
通
過
シ
ス
テ
ム（
構

内
の
待
機
場
所
に
誘
導
し
、
そ
こ
で
書

類
手
続
き
を
行
わ
せ
る
）
を
取
り
入
れ

た
ほ
か
、
バ
イ
ク
の
構
内
へ
の
進
入
規

制
や
、
ゲ
ー
ト
の
開
放
数
と
時
間
を
調

整
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
い
対
策
を
講

じ
た
こ
と
で
、ゲ
ー
ト
前
の
混
雑
は
徐
々

に
解
消
し
、
構
内
の
安
全
も
向
上
し
て

き
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
数
か
月
ご

と
に
日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
行
き
来
し

て
お
り
、「
今
回
の
調
査
で
も
、
外
来
ト

レ
ー
ラ
ー
の
構
内
で
の
動
線
管
理
が
適

切
で
な
か
っ
た
り
、
コ
ン
テ
ナ
の
置
き

場
所
や
積
み
降
ろ
し
の
指
示
が
統
一
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
、
ピ
ー
ク
時

の
岸
壁
ク
レ
ー
ン
の
効
率
低
下
を
も
た

ら
し
て
い
る
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま

港湾関係のコンサルタント「国際臨海開発研究センター」
の専務理事。ミャンマーのヤンゴン港湾公社でアドバイザー
を務めた経験もある。「プロジェクトのもうひとつの柱は、PAS
の経営戦略を立てることです。PASは2017年に株式上場し
ており、株主に対して説明責任を果たすため、コンテナ、一
般貨物、SEZなど部門別に収益性を判断し、マーケティング
や価格などの戦略についてもアドバイスしています」。

JICAは2005年から同港に港湾運営アドバイザー
として長期専門家を派遣。7代目となる国土交通
省出身の薮中さんは18年3月に赴任した。「カン
ボジアの港湾政策に対する助言、PASの経営・
運営に関する助言、複数あるJICAプロジェクトの
進捗管理をしています。先輩たちがいい関係をつ
くってくれたおかげで仕事がやりやすいです」。

プロジェクトリーダー
三宅光一（みやけ・こういち）さん

シハヌークビル港湾公社
港湾運営アドバイザー
薮中克一（やぶなか・かついち）さん

国内最大の
貿易港

停車している
時間を調査 50万TEUの取り扱い能力があるコンテナター

ミナル。手前の左側がトラック用のゲート。

港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集
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首
相
兼
経
済
財
政
大
臣
に
報
告
。
こ
れ

を
改
善
す
る
た
め
に
、
輸
入
品
に
行
っ

て
い
た
X
線
検
査
の
効
率
化
を
図
っ
た
。

ル
ー
総
裁
は
「
ト
ラ
ッ
ク
の
滞
留
時
間

は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
排
気
ガ
ス
も
減

り
、
港
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
成
果
を
語
る
。

　
三
宅
さ
ん
は
「
税
関
関
連
の
手
続
き

改
善
策
は
わ
れ
わ
れ
が
提
案
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
具
体
的
な
数
字

を
も
っ
て
課
題
を
示
し
た
こ
と
で
政
府

が
動
い
た
の
で
す
」
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
が
政
府
の
具
体
的
な
行
動
を

促
し
た
と
話
す
。

将
来
を
見
据
え
た

港
の
発
展
を

　
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
は
構
内
の
作
業

効
率
が
高
ま
っ
て
、
近
代
的
な
港
へ
と

移
り
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
と
は
い
え
、

港
に
入
っ
て
く
る
貨
物
が
右
肩
上
が
り

に
増
え
続
け
る
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

薮
中
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
目
の
前
の
課
題
を
解
決
し
て
も
、
将

来
的
に
経
済
成
長
が
予
想
さ
れ
て
い
る

の
で
投
資
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
差
し
当
た
っ
て
の
課
題
は
、

今
の
ま
ま
の
水
深
で
は
よ
り
大
型
の
貨

物
船
が
入
れ
な
い
こ
と
で
す
。
欧
州
や

北
米
向
け
の
貨
物
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
ホ
ー
チ
ミ
ン
な
ど
で
大
き
な
船
に
移

し
替
え
て
い
る
た
め
、
結
果
的
に
荷
主

に
と
っ
て
コ
ン
テ
ナ
1
個
当
た
り
の
運

賃
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ

多目的ターミナルから輸入
される建築資材。シハヌー
クビル港周辺は建設工事
が盛んで、その需要も高
まっている。

多目的
ターミナル

18年6月に日本の支援で
完成した多目的ターミナ
ル。コンテナに入らない大
型機械や建築資材、穀物
や石炭などを積み降ろしす
るほか、沖合での石油・天
然ガス採掘のための資機
材を供給するベースの役
割を果たす。

1992年からPASの
総裁を務め、785
人の職員を束ね
る。

貿易コストを下げることがカンボジア経済に重要
シハヌークビル港湾公社（PAS）総裁 ルー・キム・チュンさん

Interview

「海路での貨物輸送は、道路、鉄道、空路と比
べてコストが安く、最も効率的な手段です。貨物
船はサイズが大きくなればなるほど輸送コストが下
がるので、大型船が接岸できる新コンテナターミ
ナルに期待を寄せています。2023年の新コンテ
ナターミナル完成時には、1TEUあたりの海上輸
送コストは平均で200米ドル安くなる見込みで、
これはプノンペンまでのトラックの平均的な運送
費用180米ドルをまかなえる計算になります。そう

なれば、シハヌークビル港にもっと多くのコンテナ
を集められるようになり、この港がカンボジア経済
にとってより重要な役割を果たすことになるでしょ
う。またプノンペンまでの高速道路も開通する予
定です。
　日本はこの港に対する支援だけでなく、私たち
の国から貧困をなくし、仕事をつくり、国際社会の
仲間入りを果たすことに貢献してくれています。こ
れからもよい関係が続いていくと思います」

　シハヌークビル港では、トラックの出入りと同様、貨物船の入出
港手続きにも膨大な書類が必要となっている。また、入港許可の
ためには各行政機関の承認を得る必要があり、手続き終了まで
に時間を要していた。
　そこでJICAは無償資金協力によってシハヌークビル港とプノン
ペン港で入出港手続きを電子化する「港湾EDI」（Electric Data 
Interchange）の導入を支援。カンボジア公共事業運輸省で運輸
政策アドバイザーを務める川�俊正さんは、「港湾EDIは、すでに
先進国の多くの港湾で導入されていて、国際標準になりつつあり
ます。将来的には通関など輸出入関連の手続きをひとつにまとめ
ることにもつながっていきます」と説明する。

「港湾EDI」導入へ

港湾EDIは、貨物取り扱いのスピードアップにも貢献する。

　かつてのカンボジアは冷戦時代の海図を再編集し
た紙海図しかなく、国際仕様に則った電子海図と、
それを作製するための組織もなかった。JICAは2013
～16年に、シハヌークビル港の測量と電子海図の
作製をサポートした。そのときに学んだ技術をもとにカ
ンボジアの公共事業運輸省港湾航路海事総局は、
昨年、シハヌークビル港に多目的ターミナルが追加
整備されたことを受けて港周辺の海図を更新したほ
か、その北にあるストゥンハブ港やメコン川下流域な
どの電子海図を完成させている。
　同局局長のチャン・ダラさんは「自分たちだけで電
子海図を作れる技術は得られたが、船舶の航行安全
という観点では、灯台や検潮所の整備などのハード
インフラやそれらの運用上の課題が残る。海域の安
全性を確保するために、今後も日本の協力を期待し
ている」と語っている。

カンボジア公共事業運輸
省で海運政策などを担う
みなさん。左から、水路イン
フラ港湾建設部部長のロ
ス・ソフォルナさん、港湾航
路海事総局局長のチャン・
ダラさん、運輸政策アドバ
イザーの川�俊正さん。

港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集

　シハヌークビル港経済特別区（SEZ）は敷地面積が約70ヘク
タール。既存のコンテナターミナルと円借款で整備中の新コンテ
ナターミナルが隣接する好立地で、輸出入にかかる一部手続き
の省略、特定品目の免税が可能な地域である。現在、王子製紙
のグループ会社など日本企業3社の工場が入っていて、さらなる
企業誘致のためJICAは18年からSEZ運営アドバイザーを派遣し、
将来的な自由港化に向けた協力などを行っている。
　薮中さんは、「港とSEZがひとつの地域にあるのは企業にとって
メリットなので、しっかりプロモーションしていきたい。今はまだ、輸
出入貨物の保税手続きのためにプノンペンまで往復する必要が
あるなど、使いにくいところが見られるので、カンボジア側に改善を
促していきたい」と話す。

上  ： シハヌークビル
港経済特別区は港
の北側に広がる。左 

： 敷地内に設立され
た王子製紙グループ
の段ボール加工工
場。2013年3月から操
業している。

「経済特別区」と相乗効果をTopic

Topic

「電子海図」を作製Topic

て
い
る
の
が
、
円
借
款
を
利
用
し
て
来

年
着
工
し
、
23
年
に
完
成
が
予
定
さ
れ

て
い
る
新
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
だ
。

水
深
14・
5
メ
ー
ト
ル
、岸
壁
長
3
5
0

メ
ー
ト
ル
、
コ
ン
テ
ナ
取
り
扱
い
能
力

は
45
万
T
E
U
の
規
模
で
、
当
地
域

を
航
行
す
る
大
部
分
の
大
型
の
貨
物
船

も
直
接
接
岸
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
後
も
、
新
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

拡
張
さ
せ
て
い
く
計
画
が
あ
る
。

　
貿
易
の
効
率
化
は
、
縫
製
業
を
は
じ

め
と
す
る
各
産
業
の
成
長
を
促
し
、
多

く
の
労
働
者
の
雇
用
を
生
む
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
国
民
の
生
活
は
よ
り
豊
か
に
な
っ

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
20
年
間
続
い
て

き
た
日
本
の
協
力
が
、
同
国
の
発
展
を

後
押
し
し
て
い
る
。
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　「
ま
た
、
こ
の
国
は
内
戦
時
、
全
国
各

地
に
膨
大
な
数
の
地
雷
が
埋
め
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
拡
大
が
い
ま
だ

難
し
く
食
料
品
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ

て
い
ま
す
。
物
流
コ
ス
ト
が
高
い
と
生

活
必
需
品
の
値
段
に
反
映
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
、
競
争
力
の
あ
る
港
を
持
つ
こ

と
は
、
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

も
不
可
欠
で
す
」
と
清
末
さ
ん
は
話
す
。

　
17
年
に
就
任
し
た
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ウ

レ
ン
ソ
大
統
領
は
就
任
演
説
で
「
日
本

は
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
関
係
を

強
化
す
べ
き
優
先
国
の
ひ
と
つ
」
と
明

言
し
た
。
日
本
の
協
力
に
対
し
て
ナ
ミ

ベ
港
湾
公
社
総
裁
は
、「
他
の
港
に
対

す
る
他
国
に
よ
る
支
援
と
比
べ
て
、
ナ

ミ
ベ
港
で
は
高
品
質
な
復
旧
が
進
め
ら

れ
て
い
る
」
と
安
全
品
質
管
理
や
工
期

を
守
る
姿
勢
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、

清
末
さ
ん
も
「
こ
の
事
業
が
ア
ン
ゴ
ラ

の
発
展
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、
日

本
と
の
2
国
間
協
力
の
象
徴
に
な
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
。
実
は
ナ
ミ
ベ
港
に
は

内
戦
激
化
と
と
も
に
操
業
を
停
止
し
た

桟
橋
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
桟
橋
か
ら
最

後
に
出
港
し
た
船
が
向
か
っ
た
先
は
日

本
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
長
い
時

を
経
て
同
港
と
日
本
が
結
ば
れ
た
の
は
、

き
っ
と
縁
あ
っ
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
」

と
語
っ
た
。

　
調
査
を
行
っ
た
05
年
当
時
の
ナ
ミ
ベ

港
は
、
時
が
止
ま
っ
て
い
た
か
の
よ
う

に
老
朽
化
し
て
い
た
。
そ
れ
が
今
、
日

本
の
協
力
に
よ
っ
て
輝
き
を
取
り
戻
し

て
い
る
。

＊物流コストを抑えるために、世界的に規格化されたコンテナを使って戸口から戸口へ物資の輸送を行うこと。各港での積み
下ろしが容易になって作業のスピードアップを図ることができる。

ム
ー
ズ
に
で
き
ず
、
機
械
の
傷
み
も
早

く
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、壊
れ
て
し
ま
っ

た
施
設
は
強
固
な
も
の
へ
と
造
り
直
し

て
、
荷
役
作
業
の
効
率
ア
ッ
プ
と
安
全

性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
」

住
民
の
暮
ら
し
を
守
り

経
済
を
豊
か
に

　
港
の
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
現
代
の

海
上
貿
易
の
主
流
で
あ
る
「
国
際
海
上

コ
ン
テ
ナ
輸
送＊

」
の
輪
の
中
に
入
り
や

す
く
な
り
、
諸
外
国
と
の
貿
易
量
の
増

加
が
期
待
で
き
る
。荷
役
サ
イ
ク
ル（
船

が
接
岸
し
て
コ
ン
テ
ナ
を
ヤ
ー
ド
に
運

ぶ
ま
で
の
所
要
時
間
）
は
、
現
在
の
13

分
11
秒
か
ら
改
修
後
は
10
分
35
秒
と
約

2
割
の
短
縮
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ナ
ミ
ベ
港
の
内
陸
部
に
は
御
影
石
な

ど
鉱
物
資
源
の
豊
富
な
地
域
が
広
が
っ

て
い
る
。
多
く
は
E
U
諸
国
に
輸
出

さ
れ
て
い
て
、
今
後
さ
ら
に
重
要
な
物

流
拠
点
に
な
る
と
同
国
内
で
注
目
さ
れ

て
い
る
。

ら
1
9
7
5
年
に
独
立
し
た
同
国
は
、

02
年
ま
で
約
30
年
間
続
い
た
内
戦
の
影

響
で
港
の
維
持
管
理
や
整
備
が
遅
れ
、

老
朽
化
が
著
し
く
進
行
し
た
。

　
ア
ン
ゴ
ラ
政
府
は
、
国
の
復
興
に
向

け
て
物
流
網
を
強
化
す
る
こ
と
を
決
め
、

J
I
C
A
と
と
も
に
ナ
ミ
ベ
港
の
再

生
に
取
り
か
か
っ
た
。
同
港
は
中
型
船

（
積
載
量
約
5
万
ト
ン
）
が
2
隻
接
岸

で
き
る
ア
ン
ゴ
ラ
南
部
地
域
最
大
の
港

で
、
07
年
か
ら
10
年
に
か
け
て
3
A

岸
壁
（
全
体
の
お
よ
そ
半
分
の
区
画
）

が
改
修
さ
れ
、
17
年
か
ら
3
B
岸
壁

（
残
り
の
区
画
）
の
改
修
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。
清
末
さ
ん
は
現
在
の
「
ナ

ミ
ベ
港
改
修
計
画
」
の
業
務
主
任
を
務

め
て
い
る
。
事
業
の
お
も
な
内
容
は
、

3
B
岸
壁
の
修
復
、
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー

ド
の
舗
装
、
冷
凍
・
冷
蔵
用
コ
ン
テ
ナ

の
保
管
施
設
の
整
備
だ
。

「
構
内
の
路
面
が
未
舗
装
に
近
い
凸
凹

の
状
態
で
は
、
貨
物
の
積
み
降
ろ
し
に

使
う
重
機
や
ト
ラ
ッ
ク
の
移
動
が
ス

「
ナ
ミ
ベ
港
を
初
め
て
訪
れ
た
と
き
、

こ
の
港
は
30
年
、
い
や
そ
れ
以
上
の
長

い
間
、
修
繕
も
さ
れ
ず
に
酷
使
さ
れ
て

き
た
の
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
し
た
」
と

当
時
を
振
り
返
る
の
は
、
清
末
文
明
さ

ん
。
J
I
C
A
が
2
0
0
5
年
に
ア

ン
ゴ
ラ
の
主
要
4
港
（
ル
ア
ン
ダ
、
ロ

ビ
ト
、
ナ
ミ
ベ
、
カ
ビ
ン
ダ
）
を
対
象

に
実
施
し
た
「
港
湾
緊
急
復
興
計
画
調

査
」
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
4
港
の
中

で
も
と
く
に
ナ
ミ
ベ
港
は
、
岸
壁
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
崩
れ
落

ち
、
岸
壁
と
船
が
た
が
い
に
傷
つ
か
な

い
よ
う
に
す
る
防ぼ

う

舷げ
ん

材ざ
い

も
機
能
を
ほ
ぼ

果
た
し
て
い
な
い
状
態
で
、
コ
ン
テ
ナ

を
置
く
ヤ
ー
ド
は
未
舗
装
の
た
め
砂
ぼ

こ
り
が
ひ
ど
か
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
か

OCGは総合的なコンサルティング企業で、
運輸交通分野でも数多くの実績を持つ。
「供用中の港の改修工事のため、ナミベ
港湾公社と港湾運営を受託している民間
企業の両者を交えて、運営への影響や安
全面に配慮した調整を毎週行いました。3A
区画での日本の実績もあり、円滑に協力を
得ることができています」。

オリエンタルコンサルタンツグローバル（OCG）
清末文明（きよすえ・ふみあき）さん（奥右）

ナ
ミ
ベ
港
改
修
計
画

2
0
1
7
年
2
月
～
2
0
1
9
年
6
月

案
件
名 機

能
を
向
上
さ
せ
て

荷
役
作
業
の
効
率
ア
ッ
プ

ア
ン
ゴ
ラ
南
部
の
経
済
発
展
の
鍵
を
握
る
の
が
、

貨
物
量
の
扱
い
が
国
内
第
3
位
の
ナ
ミ
ベ
港
だ
。

長
期
の
内
戦
の
影
響
で
手
入
れ
が
さ
れ
ず
荒
廃
し
た

港
湾
機
能
を
取
り
戻
す
た
め
の
復
旧
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

老
朽
化
し
た
設
備
を
改
修

おもな輸出品は御影
石で、EU諸国でインテ
リア材などに加工され
る。そのほか木材や鉄
スクラップ、水産加工
品などが輸出される。

復旧された3B岸壁。5月には最新の防舷材や
係船柱が設置されて船が安全に接岸できるよ
うになった。

上 ： ナミベ港の建設は1958年。その後、約30年の内戦期間中はほとん
ど整備されなかった。写真は2005年の様子。下左 ： 3B岸壁。岸壁の損
傷はいたるところに見られた。下右 ： 改修前はクレーン等の荷役機械
や港内鉄道、道路などあらゆる施設の状況が劣悪だった。

コンクリート舗装によって生まれ変わったコンテ
ナヤード。荷役作業の効率向上のほか、作業
の安全性も高まる。

改修作業が進むナミベ港（2019年3月）。写真
奥に見えるのがナミベ市街で、内陸部には鉱
山資源が豊富な山 と々ナミブ砂漠が広がる。

Republic of Angola

アンゴラ

アフリカ南西部に位置し、西岸は大西洋
に臨む。ナイジェリアに次いでアフリカ第
2位の産油国だが、政府は石油依存型
経済からの脱却に向けて産業の多角化
を掲げる。

国名  ：アンゴラ共和国
首都 ：ルアンダ
通貨 ： クワンザ（KZ）
人口 ：3,077万人

（2018年国連推定）
公用語 ：ポルトガル語（公用語）、その

他ウンブンドゥ語など

. '

ナミベ

高品質な
復旧を

昔の
港の様子

改修後の
様子

港湾の整備
港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集
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Republic of Indonesia

インドネシア

世界最大の島しょ国であり、さらなる人
口増加と経済成長が見込まれている。
2014年に成長戦略の目玉として「海洋
国家構想」を打ち出し、港湾整備や造
船業の振興、海運能力の強化などを推
し進めている。

国名  ：インドネシア共和国
首都 ：ジャカルタ
通貨 ： ルピア
人口 ：約2.55億人（2015年インドネ

シア政府統計）
公用語 ：インドネシア語

ジャカルタ

バタムシンガポール
インドネシア

マレーシア

ドマイ

マ
ラッカ・シンガポール海峡

ドマイVTSセンターのオペレーション棟。

乗
っ
て
い
く
様
を
間
近
で
見
て
き
た
。

バ
タ
ム
で
は
、
V
T
S
セ
ン
タ
ー
を

よ
く
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス

タ
ッ
フ
自
ら
が
施
設
を
充
実
さ
せ
、
高

性
能
監
視
カ
メ
ラ
の
導
入
も
果
た
し
た
。

バ
タ
ム
V
T
S
セ
ン
タ
ー
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
中
で
も
っ
と
も
進
ん
だ
施

設
と
な
り
、
他
の
V
T
S
セ
ン
タ
ー

か
ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
ま
で
に

な
っ
て
い
る
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、
ゆ
く
ゆ
く

は
マ
シ
海
峡
で
の
国
際
的
に
定
め
ら
れ

た
船
位
通
報
制
度
に
参
加
し
た
い
と
公

式
に
表
明
し
て
い
ま
す
。
通
信
回
数
が

増
え
、
バ
タ
ム
と
ド
マ
イ
周
辺
海
域
で

の
経
験
を
積
み
、
能
力
を
高
め
て
い
ま

す
。
V
T
S
運
用
能
力
が
あ
る
こ
と

が
周
辺
国
に
浸
透
し
て
い
け
ば
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
肩
を
並
べ

て
、
海
峡
の
航
行
安
全
に
貢
献
で
き
る

国
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

利
用
料
も
導
入
し

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　
マ
シ
海
峡
に
面
し
な
が
ら
も
V
T
S

の
整
備
が
遅
れ
て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

は
、
2
0
0
8
年
か
ら
J
I
C
A
の

協
力
を
得
て
、
V
T
S
の
整
備
や
運

用
能
力
強
化
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
11

年
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
対
岸
の
バ
タ
ム

島
に
、
16
年
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
対
岸
の

ド
マ
イ
に
V
T
S
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
、
航
行
安
全
を
担
う
人
材
の
育
成
が

続
け
ら
れ
て
き
た
。

　
海
上
保
安
庁
の
鈴
木
伸
也
さ
ん
は
、

15
年
か
ら
V
T
S
の
専
門
家
と
し
て

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
駐
在
し
、
バ
タ
ム
、
ド

マ
イ
両
方
の
V
T
S
セ
ン
タ
ー
を
行
き

来
し
、
人
材
育
成
に
あ
た
っ
て
き
た
。
セ

ン
タ
ー
が
で
き
て
間
も
な
い
ド
マ
イ
で

は
、
約
20
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
国
際
的
な

認
証
を
取
得
で
き
る
V
T
S
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
研
修
を
行
っ
た
。
す
で
に
そ
の
研
修

が
終
わ
っ
て
い
た
バ
タ
ム
で
は
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
導
入
し
訓
練
を
重
ね
た
。

「
V
T
S
の
重
要
性
が
ス
タ
ッ
フ
に
な

か
な
か
浸
透
せ
ず
、
港
に
入
る
船
舶
と

通
信
す
る
回
数
も
伸
び
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
鈴
木
さ
ん
は
赴
任
当
時
を
振

り
返
る
。

　
そ
ん
な
と
き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
運

輸
省
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
か
ら
、

「
V
T
S
セ
ン
タ
ー
と
通
信
し
た
船
舶

か
ら
V
T
S
利
用
料
を
徴
収
す
る
制

度
を
導
入
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
げ
た
い
」
と
相
談

　
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡（
マ

シ
海
峡
）
は
、
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
を

つ
な
ぐ
海
上
交
通
路
と
し
て
ま
す
ま
す

重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
世
界
で
一
番

過
密
な
海
峡
と
も
い
わ
れ
、
年
間
の
航

行
船
舶
は
約
10
万
隻
。
航
行
船
舶
の

多
さ
に
加
え
、
海
峡
の
幅
の
狭
さ
、
地

形
や
海
流
の
複
雑
さ
な
ど
で
航
行
が
難

し
い
。
船
舶
の
航
行
安
全
の
た
め
に
は
、

船
舶
の
位
置
や
速
度
、
目
的
地
な
ど
を

陸
上
で
も
把
握
し
、
ル
ー
ル
に
従
っ
て

航
行
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
監
視
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
力
を
発
揮
す
る
の
が
船
舶
通

航
支
援
サ
ー
ビ
ス（
V
T
S
）だ
。
レ
ー

ダ
ー
や
船
舶
自
動
識
別
装
置
な
ど
で
得

た
情
報
を
V
T
S
セ
ン
タ
ー
に
集
約

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
船
舶
の
動
き
を

把
握
し
、
船
舶
に
対
し
て
気
象
や
工
事

な
ど
の
情
報
を
提
供
し
た
り
、
浅
瀬
や

海
難
発
生
な
ど
の
危
険
箇
所
を
知
ら
せ

た
り
し
て
、
船
舶
の
安
全
を
確
保
し
て

い
る
。
海
上
交
通
の
要
と
な
る
重
要
な

設
備
だ
。

さ
れ
た
そ
う
だ
。「
そ
う
い
う
制
度
を

導
入
し
て
い
る
国
は
あ
ま
り
な
い
で
す

し
、
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
は
と
私
自

身
は
否
定
的
に
捉
え
て
い
ま
し
た
」
と

鈴
木
さ
ん
。
し
か
し
、
運
輸
省
は
税
務

局
と
何
度
も
協
議
を
重
ね
た
う
え
で
協

力
し
て
徴
収
制
度
を
整
備
し
、
徴
収
は

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。「
船
舶
と
通

信
す
る
こ
と
が
自
分
た
ち
の
収
入
に
な

り
ま
す
し
、
国
内
に
あ
る
30
の

V
T
S
セ
ン
タ
ー
が
競
う
よ
う
に
な

り
、
み
ん
な
の
や
る
気
も
ア
ッ
プ
。
驚

き
ま
し
た
」。
実
際
、
バ
タ
ム
で
は
通

信
回
数
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
の
2

倍
以
上
に
伸
び
た
。

船
舶
航
行
の
国
際
的
な

枠
組
み
へ
の
参
加
に
意
欲

　
鈴
木
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
た
3
年
6
か
月
の
間
に
バ
タ
ム
と

ド
マ
イ
で
V
T
S
の
運
用
が
軌
道
に

2006年海上保安庁入庁。15年から3
年6か月、VTS運用の専門家としてイン
ドネシアにて技術指導を実施。

海上保安庁
海洋情報部 技術・国際課 国際業務室 
主任技術・国際官
鈴木伸也（すずき・しんや）さん

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
船
舶
航
行
安
全
シ
ス
テ
ム
整
備
計
画（
第
2
期
） 

2
0
1
0
年

海
上
交
通
保
安
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

フ
ェ
ー
ズ
2 

2
0
1
5
年
3
月
〜
2
0
1
8
年
9
月

案
件
名 難

し
い
海
峡
の
航
行
を

 
V船

舶
通
航
支
援
サ
ー
ビ
ス

T
S
で
サ
ポ
ー
ト

マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
囲
ま
れ
た
全
長
約
1
0
0
0
キ
ロ
の

マ
ラ
ッ
カ・シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
で
、航
行
の
安
全
を
高
め
る
た
め
の

J
I
C
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
き
た
。

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
で
協
力

バタムVTSセンターで行われたシミュレーターの研修。

バタムVTSセンターで
のオペレーションの
指導。日々、経験を
積むことで運用の精
度が上がっていく。

ドマイVTSセンターでオペレーションの指導をする鈴木さん（手前）。

各国の船舶がひっきりなしに行き来するマラッカ・
シンガポール海峡。

VTS運用能力の
向上に

期待しています

この情報が
重要

港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集

バタム V T Sセン
ター。インドネシア
でもっとも進んだ
施設となった。

船舶の航行を
監視します

海上交通   の安全
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え
る
べ
き
船
舶
交
通
の
安
全
や
航
路
の

確
保
な
ど
に
つ
い
て
日
本
の
事
例
を
紹

介
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
視
察
や

静
岡
県
清
水
市
の
地
震
・
防
災
セ
ン

タ
ー
訪
問
も
行
っ
て
い
る
。「
50
年
近

い
研
修
を
通
し
て
、
研
修
内
容
を
常
に

見
直
し
な
が
ら
、
研
修
員
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
た
研
修
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

と
研
修
へ
の
参
加
者
が
途
切
れ
な
い
理

由
の
ひ
と
つ
を
森
岡
さ
ん
は
語
る
。

　
測
量
か
ら
製
図
ま
で
を
一
貫
し
て
行

え
る
技
術
や
、
災
害
時
の
対
応
や
備
え

な
ど
、
日
本
が
こ
れ
ま
で
得
て
き
た
経

験
や
知
識
を
途
上
国
に
伝
え
る
こ
の
研

修
。
修
了
生
の
多
く
が
各
国
の
水
路
業

務
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
要
職

を
務
め
る
。「
東
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
、

こ
の
研
修
は
水
路
部
門
の
ト
ッ
プ
で
あ

る
水
路
部
長
に
な
る
た
め
の
登
竜
門
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
森
岡
さ
ん
。「
マ

レ
ー
シ
ア
の
現
水
路
部
長
は
、
約
30
年

前
の
本
研
修
の
修
了
生
で
あ
り
、
そ
の

前
の
水
路
部
長
も
ま
た
修
了
生
で
し
た
。

会
議
な
ど
で
顔
を
合
わ
せ
る
と
い
ま
で

も
日
本
語
で
挨
拶
し
て
く
れ
、
日
本
に

親
し
み
を
持
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
し
、

わ
れ
わ
れ
も
非
常
に
仕
事
が
や
り
や
す

い
。
こ
の
研
修
の
修
了
生
が
世
界
各
国

の
水
路
部
長
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
拡
大
す
れ
ば
、
日
本
の
船
舶
に
と
っ

て
も
自
由
で
安
全
な
開
か
れ
た
海
が
広

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
」。

＊海上輸送が安全かつ円滑に行われるために必要な業務。海の水深の調査、海図の刊行、航海の安全に必要な情報の収集、水路通報・航行警報の船
舶への提供などが含まれる。日本では、海上保安庁海洋情報部がその業務の中心を担っている。

よ
び
国
際
地
図
学
協
会
が
認
定
す
る
水

路
測
量
国
際
認
定
B
級
資
格
が
取
得

で
き
る
。

「
船
舶
の
航
行
や
入
港
に
必
要
不
可
欠

な
海
図
の
精
度
の
向
上
は
、
航
行
の
安

全
と
と
も
に
、
そ
の
国
の
経
済
活
動
に

と
っ
て
も
き
わ
め
て
重
要
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
日
本
の
進
ん
だ
技
術
を
学
び

た
い
と
途
上
国
か
ら
研
修
員
が
参
加
し

ま
す
」
と
語
る
の
は
海
上
保
安
庁
で
本

研
修
を
担
当
す
る
森
岡
裕
詞
さ
ん
。
こ

れ
ま
で
の
参
加
国
は
46
。
東
南
ア
ジ
ア

を
中
心
に
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
、
南
米

長野県生まれ。1975年、海上保安庁入庁。
海洋情報部で海図編集・製図などに携わる。
2016年から現職。「津波シミュレーションを基に
した津波防災情報図の作製、国際海図
のコーディネーター（東アジア水路委員
会）、ODAによる電子海図研修などに
携わってきました。海図一筋です」。

広島県出身。2012年海上保安庁入庁。17
年7月から19年3月まで海図作製技術研修
に研修プログラム調整担当として携わる。「災
害事例や自律型潜水調査機器、航空レー
ザー測量など、途上国では知識や経験が少な
いテーマについても講義を行っています」。

日本水路協会 海外技術研修室長
細萱 泉（ほそがや・いずみ）さん

海上保安庁 
森岡裕詞（もりおか・ひろし）さん

「
海
図
作
製
技
術
〜
航
行
安
全・防
災
の
た
め
に
〜（
国
際
認
定
資
格
B
級
）」コ
ー
ス

研
修
名 海
図
作
製
の
人
材
育
成

船
舶
の
安
全
な
航
海
に
欠
か
せ
な
い「
海
図
」。水
深
、航
海
の
目
標
と
な
る
岬
な
ど
の
海
岸
地
形
、

灯
台
の
位
置
、海
潮
流
の
速
さ・方
向
な
ど
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る〝
海
の
地
図
〟だ
。

海
図
作
製
の
技
術
者
を
育
成
す
る
研
修
か
ら
は
4
0
0
人
を
超
え
る
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。

50
年
近
く
続
く

静岡県の駿河湾では海上保安庁の船で海洋実習。

右上 : 陸上で実際に
測量にあたる。下 ： 別
府湾での測量実習に
向けて、測量機器の使
い方を学ぶ。左上 ： 海
上に出て海底の地形
を測量。

国際認定
資格をとります

モニターで

地形を確認

実際に
測ってみよう

な
ど
か
ら
の
参
加
者
も
お
り
、
昨
年
度

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
6
人
が
研
修
を
受
け
て
い
る
。

　
研
修
の
お
も
な
内
容
は
、
海
図
作
製

に
必
要
な
理
論
や
実
務
を
学
ぶ
講
義
と
、

実
際
に
海
に
出
て
海
図
作
製
に
必
要
な

デ
ー
タ
を
収
集
す
る
測
量
実
習
、
そ
し

て
海
上
保
安
庁
の
測
量
船
を
使
っ
た
海

洋
実
習
だ
。
各
講
義
の
後
に
は
小
テ
ス

ト
や
レ
ポ
ー
ト
提
出
が
あ
り
、
研
修
員

た
ち
は
勉
強
に
追
わ
れ
る
。

　
基
礎
的
な
講
義
を
経
て
行
わ
れ
る
測

量
実
習
は
研
修
の
目
玉
。
こ
の
数
年
は

大
分
県
別
府
市
に
滞
在
し
、
陸
上
で
は

海
岸
線
や
灯
台
の
位
置
を
、
別
府
湾
で

は
作
業
船
で
海
底
の
地
形
や
水
深
を
測

量
し
、
研
修
前
半
で
習
っ
た
理
論
や
技

術
の
生
か
し
方
を
実
地
で
学
ぶ
。「
実

習
で
は
最
新
鋭
の
測
量
機
器
の
使
用
に

加
え
て
、
あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ
も

取
得
し
て
解
析
し
、
研
修
員
が
母
国
に

戻
っ
て
も
精
度
の
高
い
測
量
が
で
き
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
」
と
日
本
水

路
協
会
の
細
萱
泉
さ
ん
は
言
う
。

水
路
業
務＊

の

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

　
2
0
0
6
年
か
ら
は
、
研
修
の
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
に
〝
防
災
〞
が
加
わ
っ
た
。

04
年
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
以
後
、
地

震
や
津
波
、
台
風
な
ど
へ
の
対
策
を
学

び
た
い
と
い
う
声
に
応
え
た
も
の
だ
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
や
、
災
害
時
に
考

理
論
を
学
び
、

実
習
で
技
術
を
高
め
る

　
海
の
地
図
、
海
図
は
世
界
中
の
船
舶

が
活
用
す
る
も
の
で
、
国
際
基
準
で
作

る
必
要
が
あ
る
が
、
自
国
で
作
製
の
技

術
を
持
た
な
い
途
上
国
も
多
い
。
そ
こ

で
J
I
C
A
は
、
海
上
保
安
庁
海
洋

情
報
部
と
日
本
水
路
協
会
の
二
者
と
協

力
し
、
1
9
7
1
年
か
ら
海
図
作
製

の
技
術
者
を
育
成
す
る
研
修
を
行
っ
て

い
る
。
期
間
は
約
半
年
。
修
了
す
る
と
、

国
際
測
量
者
連
盟
、
国
際
水
路
機
関
お

海上交通の安全

港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集

海上保安庁海洋情報部見学中に
海図を見ながら説明を受ける。

海上保安庁でのブリーフィングを受ける研修員。

2018年度の別府測
量実習で研修員が
作製した測量原図。
この図を基に海図が
作製される。
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海上の  保安 文
⃝
松
井
健
太
郎

Re
public of the Philippines

フィリピン
国名  ：フィリピン共和国
首都 ：マニラ

Malaysia

マレーシア
国名  ：マレーシア
首都 ：クアラルンプール

ア
ジ
ア
諸
国
を
招
い
た
国
際
研
修
や
訓

練
を
通
じ
て
、
周
辺
国
の
海
上
保
安
・

海
上
法
令
執
行
機
関
の
能
力
向
上
に
協

力
す
る
と
と
も
に
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
な
ど
、
A
S
E
A
N
地

域
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
る
。「
マ

レ
ー
シ
ア
は
海
上
交
通
路
の
要
衝
で
す
。

海
上
犯
罪
や
災
害
は
近
年
、
大
規
模
か

つ
複
雑
に
発
展
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
海
上
保
安
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア

地
域
の
連
携
は
日
本
に
と
っ
て
も
重
要

で
す
」
と
稲
葉
さ
ん
は
語
る
。

　
経
済
成
長
が
著
し
く
、
O
D
A
に

よ
る
支
援
を
卒
業
し
つ
つ
あ
る
と
さ
れ

る
マ
レ
ー
シ
ア
。
M
M
E
A
設
立
前

か
ら
続
く
日
本
の
協
力
が
「
東
南
ア
ジ

ア
連
携
」
と
い
う
か
た
ち
で
実
を
結
ぼ

う
と
し
て
い
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
2
0
0
5
年

に
「
マ
レ
ー
シ
ア
海
上
法
令
執
行
庁

（
M
M
E
A
）」
を
設
立
し
、
そ
れ
と
と

も
に
海
上
保
安
機
関
職
員
と
し
て
の
初

任
教
育
を
目
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
も
設
け
ら
れ
た
。
J
I
C
A
は

こ
こ
で
能
力
向
上
支
援
を
行
う
。
18
年

か
ら
の
3
年
間
で
は
、
潜
水
技
術
を
伴

う
救
助
や
証
拠
保
全（
指
紋
採
取
な
ど
）

と
い
っ
た
、
よ
り
高
度
な
技
術
の
習
得

と
指
導
員
育
成
を
目
指
し
た
研
修
訓
練

が
日
々
行
わ
れ
て
い
る
。

　
J
I
C
A
の
長
期
専
門
家
と
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
海
上
保
安
官
の

稲い
な

葉ば

健た
け

人ひ
と

さ
ん
は
、「
現
在
M
M
E
A

で
は
、
研
修
を
終
え
た
マ
レ
ー
シ
ア
人

の
職
員
が
教
官
と
な
っ
て
、
第
三
国
に

対
す
る
能
力
向
上
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
」
と
現
況
を
伝
え
て
く
れ
る
。
東
南

供与された多目的船で
領海を守る

フィリピン沿岸警備隊海上安全対応能力強化事業
フェーズ１  2013年12月～2018年1月  フェーズ２  2016年10月～案件名

能力向上の成果を
近隣諸国に伝える

マレーシア海上法令執行庁教育訓練能力向上及び地域連携強化プロジェクト
2018年5月～2021年5月案件名

2019年2月～3月上旬に実施された、救助活動のための潜水訓練の様子。
座学、プール訓練を経て、実際の海洋で学ぶ。

海上での犯罪捜査のための指紋採取など、鑑識の手法を学ぶ研修も実施されている。

港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集

マ
ラ
ッ
カ・シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
を
は
じ
め
、

国
際
物
流
に
重
要
な
海
路
が
数
多
く
存
在
す
る
A
S
E
A
N
地
域
で
は

安
全
で
安
心
な
海
上
路
の
発
展
を
目
指
し

海
上
保
安
能
力
向
上
を
支
え
る
人
材
の
育
成
が
進
ん
で
い
る
。

専
門
知
識
の
共
有

監
視
・
取
り
締
ま
り
や

海
難
救
助
の

能
力
向
上
を
図
る

や
テ
ロ
行
為
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し

た
い
と
い
う
意
志
の
表
れ
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
急
増
し
た
新
人
隊
員
の
教
育
訓

練
を
ど
う
充
実
さ
せ
て
い
く
か
は
、
今

後
の
課
題
の
一
つ
で
す
」
と
石
間
さ
ん

は
話
す
。

　
J
I
C
A
は
新
た
に
多
目
的
船
の

運
用
や
整
備
能
力
強
化
支
援
も
予
定
し

て
い
る
。
日
本
の
海
上
保
安
庁
と
連
携

し
、
供
与
さ
れ
た
多
目
的
船
の
安
全
航

行
や
維
持
管
理
の
た
め
の
技
術
向
上
、

そ
れ
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
近
海
の
安
全

確
保
が
期
待
さ
れ
る
。

　
武
力
で
は
な
く
、
適
正
な
法
執
行
に

よ
る
海
上
保
安
を
強
化
す
べ
き

│
そ

ん
な
機
運
が
2
0
0
0
年
代
か
ら
東

南
ア
ジ
ア
の
国
々
に
広
ま
っ
て
い
る
。

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
そ
う
で
す
」
と
話
す

の
は
、
海
上
保
安
庁
を
退
職
後
、

J
I
C
A
専
門
家
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン

沿
岸
警
備
隊
の
教
育
研
修
に
携
わ
っ
た

石い
し

間ま

聡と
し

孝た
か

さ
ん
だ
。「
フ
ィ
リ
ピ
ン
沿

岸
警
備
隊
は
1
9
9
8
年
に
海
軍
か

ら
独
立
し
ま
し
た
。
J
I
C
A
は
02
年

以
降
、
法
執
行
や
安
全
な
航
行
、
海
難

救
助
の
た
め
の
研
修
か
ら
教
育
シ
ス
テ

ム
の
構
築
ま
で
、
能
力
の
向
上
と
人
材

育
成
に
、
継
続
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
」。

　
90
年
代
に
は
4
0
0
0
人
ほ
ど
だ
っ

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
沿
岸
警
備
隊
の
隊
員
数

も
、
今
で
は
1
万
人
以
上
に
増
加
。
海

上
保
安
の
現
場
に
不
可
欠
な
多
目
的
船

も
、
円
借
款
に
よ
る
支
援
で
全
長
40

メ
ー
ト
ル
級
10
隻
の
配
備
を
終
え
、
さ

ら
に
全
長
90
メ
ー
ト
ル
級
2
隻
も
建
造

中
だ
。「
海
上
保
安
能
力
を
高
め
、
自

国
の
島
や
油
田
、
漁
場
を
守
り
、
海
賊

左 : 日本から供与された
40m級の多目的船。右 : 
2017年11月、多目的船
に搭載された高速ゴム
ボートの操舵訓練がマ
ニラ湾で実施された。

訓練中、多目的船の甲板上で朝礼を行う職員たち。

取り締まり能力向上にも力を入れている。容疑船の捕
捉訓練では2艘のゴムボートで相手を取り囲む。
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海洋監視システム普及促進事業
2018年9月～2019年3月案件名

IHIジェットサービス、IHI提携企業

海上の保安

ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
て

新
た
な
技
術
を
開
発
す
る

　
南
ア
フ
リ
カ
海
上
保
安
庁
（South 

A
frican M

aritim
e Safety A

uthority 

以
下
S
A
M
S
A
）
は
、
こ
れ
ま
で
違

法
漁
業
や
海
洋
へ
の
不
法
投
棄
に
悩
ま

さ
れ
て
き
た
。
長
大
な
沿
岸
の
警
備
に

衛
星
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
い
た
が
、
検

知
に
う
ま
く
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た

の
だ
。
そ
こ
で
I
H
I
ジ
ェ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
は
、
S
A
M
S
A
の
船
舶
情
報

を
認
識
す
る
衛
星
と
、
南
ア
フ
リ
カ
宇

宙
機
関
が
持
つ
画
像
デ
ー
タ
を
用
い
た

監
視
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
衛
星
画
像
の
解
析

技
術
は
高
い
評
価
を
受
け
、
違
法
漁
業

を
行
う
船
舶
や
不
審
船
舶
の
発
見
だ
け

で
な
く
、
船
舶
か
ら
オ
イ
ル
が
流
出
し

た
日
時
や
範
囲
な
ど
の
情
報
の
リ
ポ
ー

ト
機
能
が
S
A
M
S
A
か
ら
要
望
さ
れ

た
。
現
在
新
た
に
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
目
指
し
て
、
シ

ス
テ
ム
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
ヒ

ア
リ
ン
グ
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
海
洋
監

視
技
術
や
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
の
理
解

を
得
な
が
ら
事
業
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
S
A
M
S
A
に
よ
る
海
洋

監
視
サ
ー
ビ
ス
の
入
札
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
南
ア
フ
リ
カ
で
の
事
業
が
成
功

す
れ
ば
、
周
辺
国
に
対
し
て
も
監
視
シ

ス
テ
ム
の
普
及
活
動
を
展
開
す
る
予
定

だ
。
シ
ス
テ
ム
が
広
く
普
及
す
る
こ
と

で
、
ア
フ
リ
カ
南
部
の
海
上
の
安
全
や

環
境
保
護
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

南アフリカ国内のデータを日本の技術で組み合わせて、
新しい海洋監視システムを開発した普及促進事業。

広い海域の安全と環境保護に貢献する。
文⃝松井健太郎

「海上保安政策プログラム」研修研修名

高度な教育で
政策を学ぶ
インド太平洋地域から海上保安機関の
初級幹部職員が集まるこの研修では、

海上保安政策に関する修士レベルの教育が
1年間にわたって行われる。

研修で育てる
企業の技術力とともに

これまでの参加研修員の国は、インドネシア、マレーシア、フィリピン、ベトナム、スリランカ。今年度は
インドから初めて研修員が参加した。上 ： 観閲式で海上保安庁の多目的船とともに（2017年度の
研修より）。下左 ： GRIPSで講義を受ける研修員。下右 ： 広島での研修期間中、原爆ドームを訪問

（ともに2018年度の研修より）。

IHIは石川島播磨重工業から改名した総合重工業メーカー。IHIジェットサービス
は、その関連会社の中でも宇宙機器について高い技術を持っている。
石関俊昭さんは「今回、衛星データを所有する南アフリカ宇宙機関の協力が
必要になった際、ＪＩＣＡ関係者が調整してくれて協力を得ることができました。さ
らに、ＪＩＣＡ事務所が省庁へのアポイントメントを担ってくれたことも大きな助力
となりました」と普及促進事業の意義を評価する。

政策研究大学院大学 副学長・教授
道下徳成（みちした・なるしげ）さん（写真中央）

IHIジェットサービス 衛星情報サービス部  石関俊昭（いしぜき・としあき）さん（右）
IHI 防衛事業連携統括部課長  渡辺 剛（わたなべ・つよし）さん（左から2人目）

海上保安庁 総務部
教育訓練管理官付国際教育訓練係長
中島雄大（なかしま・ゆうだい）さん

同
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

道
下
徳
成
さ
ん
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
選
択
肢

の
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い

る
の
も
こ
の
研
修
の
特
徴
だ
。

　
1
年
間
を
通
じ
て
修
士
論
文
に
相
当

す
る
ポ
リ
シ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
完
成
さ
せ
、

長
い
研
修
は
終
了
す
る
。「
修
士
号
レ

ベ
ル
の
知
識
を
習
得
で
き
る
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
研
修
員
た
ち
は
一
生
の

仲
間
を
得
て
、
海
上
保
安
分
野
で
の
国

際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
て
く

れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、
海
上

保
安
庁
の
中
島
雄
大
さ
ん
は
卒
業
後
の

研
修
員
た
ち
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　
研
修
前
半
の
6
か
月
間
は
、
東
京
の

G
R
I
P
S
で
国
際
関
係
論
や
国
際

安
全
保
障
論
、
国
際
法
、
国
際
海
洋
法
、

政
治
経
済
、
政
策
立
案
な
ど
の
科
目
を

学
び
、
海
上
保
安
に
関
わ
る
理
論
や
知

識
を
身
に
つ
け
る
。
後
半
の
4
か
月
間

は
広
島
県
呉
市
に
あ
る
海
上
保
安
大
学

校
に
場
所
を
移
し
、
救
難
防
災
政
策
や

海
洋
警
察
政
策
な
ど
を
学
ぶ
と
同
時
に
、

具
体
的
な
事
例
を
通
し
て
課
題
の
解
決

方
法
を
習
得
す
る
演
習
も
行
わ
れ
る
。

「
研
修
員
と
話
し
て
い
る
と
多
岐
に
わ

た
る
現
実
の
問
題
が
話
題
に
な
り
、
研

修
員
ご
と
に
関
心
の
あ
る
課
題
が
異
な

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
」と
G
R
I
P
S

国
際
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
構
築

　
太
平
洋
か
ら
イ
ン
ド
洋
に
か
け
て
の

広
い
海
域
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
、
食

料
、
製
品
な
ど
海
上
物
流
の
要
で
あ
り
、

こ
の
海
域
の
安
全
は
世
界
中
の
国
々
に

と
っ
て
、
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
諸
国

で
国
際
的
な
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
海
上
保

安
政
策
を
立
案
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
2
0
1
5
年
か
ら
始
ま
っ
た

の
が
こ
の
研
修
だ
。
海
上
保
安
庁
と
政

策
研
究
大
学
院
大
学
（
G
R
I
P
S
）

が
協
力
し
て
実
施
に
あ
た
っ
て
い
る
。

Republic of South Africa

南アフリカ共和国
国名  ：南アフリカ共和国
首都 ：プレトリア

. '

上 ： オイル流出の自動検
出機能のテスト画面。中
央のピンクに色づいた部
分がオイル流出を示す。
左 ： 合成開口レーダーの
原理についてSAMSA職
員の理解を深めるための
講義も実施された。

専門性の高い海上保安分野
の教育を通じて、「法とルール
が支配する海洋秩序」の強化
の重要性を共有できることが
この研修の大きな意義です。
さらに、インド太平洋諸国の海
上保安機関職員が１年間寝食
をともにし、多くのことを学び
ながら議論し合える環境はほ
かにはないもの。研修員たちの
大きな財産になることでしょう。

違法・無報告・無規制の漁
業、観光用ボートの安全性、
麻薬の密輸、領土紛争な
ど、研修員は多様な課題を
持って臨んでいます。アジ
アの国際関係、安全保障
論などの専門知識を身につ
けて、彼らが日々取り組んで
いる問題がどのような文脈
のなかで発生しているのか
を理解し、海上安全保障に
より大きく貢献してほしいと
願っています。

衛星データの活用で
進化する海洋監視

港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集

SAMSAの有する位置情報や船名が把握できる船舶自動識別装置（AIS）と、
南アフリカ宇宙機関が有する昼夜・天候に関係なく海上を観測できる合成
開口レーダー（SAR）の画像を重ね合わせて解析することで、より精度の高
い情報が得られる独自の海洋監視サービス「iOMS」を提案した。

海洋監視サービス「iOMS」

衛星の取得データ データ統合と解析 情報の提供

AIS衛星

SAR衛星

20June 201921 June 2019



海上交通のために、船舶を大海原に送り出す港湾と、その安全な航海を確保する
海上保安。その中でも特に、日本が長年にわたって幅広く総合的に取り組んできた

港湾開発に対する協力─その特徴と今後のあり方とは。

海上交通の拠点
「港湾」への総合的な協力

世界の海上貿易において、途上国の荷揚げ（輸入）
量は過去 10年間で着実に増加し、2017年には世界
の荷揚げ量の63％に達した。途上国の中ではアジア
が増加しており、17年には12年よりも約25％多い物
品が荷揚げされている。
（出典：国連貿易開発会議『World seaborne trade by types of 
cargo and by group of economies, annual』）

産業に欠かせないエネルギー資源や暮らしに欠
かせない生活物資などが、日々海上の物流ルー
トを通って世界中で運ばれている。特に、エネル
ギー原料は海上輸送に頼るところが大きく、港
湾の整備が重要となる。

海上物流を支える拠点づくりとして、港湾施設の整備、運営・維持管理能力の強化などが行わ
れ、後背地や周辺インフラの整備などと一体的に実施されているものも多い。

（出典：日本船主協会『SHIPPING NOW 2018-2019』）

タ
イ
最
大
の
貿
易
港
の
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
︒

も
と
も
と
タ
イ
は
︑バ
ン
コ
ク
市
内
の
河

川
港
湾
が
物
流
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
し
た
が
︑バ
ン
コ
ク
か
ら
東

南
へ
約
1
3
0
キ
ロ
離
れ
た
レ
ム
チ
ャ
バ

ン
に
大
規
模
な
コ
ン
テ
ナ
港
を
建
設
し
ま

し
た
︒
日
本
の
技
術
協
力
で
開
発
計
画

の
策
定
が
行
わ
れ
︑円
借
款
で
港
湾
と

工
業
地
帯
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
︑自
動

車
工
場
や
電
気
機
械
工
場
な
ど
が
集
積

す
る一
大
工
業
地
帯
と
な
り
︑タ
イ
経
済

を
支
え
る
重
要
な
港
湾
と
し
て
今
も
発

展
を
続
け
て
い
ま
す
﹂︒
2
0
1
7
年
の

レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
の
取
り
扱
い
コ
ン
テ
ナ
量

は
世
界
20
位（
国
土
交
通
省
）だ
︒

　
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
の
開
発
の
成
功
は
後

背
地
整
備
の
有
効
性
を
示
し
た
︒
他
の

国
に
お
い
て
も
︑内
陸
か
ら
石
炭
を
運
ぶ

鉄
道
整
備
と
石
炭
専
用
の
船
の
停
泊
場

の
整
備
を
総
合
的
に
行
っ
た
中
国
・
黄
力

港
で
の
事
業
や
︑港
湾
整
備
は
途
上
国

自
身
が
行
い
つ
つ
︑日
本
が
港
湾
運
営
の

技
術
協
力
と
周
辺
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や

投
資
環
境
整
備
を
支
援
し
て
い
る
︑イ
ン

ド・チ
ェ
ン
ナ
イ
港
で
の
事
例
な
ど
が
あ
る
︒

戦
略
的
な
港
湾
開
発
が

求
め
ら
れ
る
時
代
に

 

﹁
イ
ン
ド
洋
の
中
央
に
位
置
す
る
ス
リ
ラ

ン
カ
の
コ
ロ
ン
ボ
港
は
︑東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
結
ぶ
基
幹
航
路
沿
い
に
あ
り
︑

東
南
ア
ジ
ア
︑中
東
湾
岸
︑東
ア
フ
リ
カ

な
ど
の
港
を
中
継
す
る
重
要
な
基
地
港

で
す
︒コ
ロ
ン
ボ
港
に
寄
港
し
た
本
船
か

ら
小
さ
な
船
に
貨
物
を
積
み
替
え
︑各
港

を
︑
日
本
は
多
く
の
途
上
国
で
行
っ
て

き
た
︒

　

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
准

教
授
の
柴
崎
隆
一
さ
ん
は
︑﹁
日
本
の
港

湾
開
発
協
力
の
特
徴
は
︑単
に
港
を
建

設
す
る
だ
け
で
は
な
く
︑港
と
し
て
機
能

し
発
展
す
る
よ
う
に
︑後
背
地
の
整
備
や

人
的
支
援
な
ど
を
同
時
に
行
っ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
﹂
と
話
す
︒﹁
そ
の
例
に
挙
げ

ら
れ
る
の
が
︑
1
9
9
1
年
に
開
港
し
た
︑

後
背
地
の
整
備
も
視
野
に

　

港
湾
は
︑
国
に
と
っ
て
最
も
優
先
順

位
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
の
一つ
で
あ
る
︒エ

ネ
ル
ギ
ー
や
物
資
の
多
く
が
海
上
を
利

用
し
︑世
界
中
で
運
ば
れ
て
い
る
︒ま
た
︑

途
上
国
の
荷
揚
げ
量
は
過
去
10
年
間
で

1.5
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
︒
国
の

〝
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
〟
と
し
て
物
流
を
支
え
︑

経
済
発
展
を
促
す
拠
点
づ
く
り
の
支
援

だ
︒軌
道
に
乗
る
ま
で
に
は
時
間
も
要
す

る
た
め
︑港
を
う
ま
く
運
営
す
る
人
材
の

育
成
や
法
律・制
度
の
整
備
も
J
I
C
A

は
支
援
し
て
い
る
︒ま
た
︑シ
ー
レ
ー
ン
の

確
保
と
い
う
意
味
で
︑日
本
の
商
船
を
含

む
船
舶
が
安
全
に
航
行
す
る
た
め
に
も
︑

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
や
ソ
マ
リ
ア
沖
の
海
賊
対

策
の
協
力
に
日
本
は
力
を
入
れ
て
き
た
︒

　

長
年
の
開
発
協
力
の
実
績
か
ら
得
た

日
本
に
対
す
る
信
頼
を
生
か
し
つ
つ
︑港

と
港
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
な
が
ら
︑

よ
り
戦
略
的
な
港
湾
開
発
が
求
め
ら
れ

る
時
代
に
な
っ
て
い
る
︒

へ
2
次
輸
送
を
行
い
ま
す
︒こ
の
恵
ま
れ

た
立
地
性
に
い
ち
早
く
着
目
し
︑開
発
協

力
を
行
っ
た
の
も
日
本
で
す
﹂
と
柴
崎
さ

ん
は
話
す
︒

　

日
本
は
90
年
代
以
降
︑本
格
的
な
支

援
を
実
施
し
︑貨
物
取
り
扱
い
量
の
増

加
や
外
貨
獲
得
︑
港
湾
の
利
便
性
・
安

全
性
確
保
に
貢
献
し
て
き
た
︒ま
た
︑コ

ロ
ン
ボ
港
か
ら
の
2
次
輸
送
先
と
な
る
イ

ン
ド
の
チ
ェ
ン
ナ
イ
港
や
ケ
ニ
ア
の
モ
ン
バ

サ
港
な
ど
に
対
す
る
開
発
協
力
も
行
っ
て

い
る
︒﹁
コ
ロ
ン
ボ
港
は
日
本
の
支
援
で
開

発
さ
れ
た
こ
と
で
大
き
な
貨
物
船
が
立

ち
寄
り
︑
2
次
輸
送
の
船
が
多
く
集
ま

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒
国
際
競
争
力
が

上
が
り
貨
物
の
輸
送
費
が
安
く
な
る
こ

と
で
︑ス
リ
ラ
ン
カ
以
外
の
国
々
の
経
済

発
展
に
も
寄
与
す
る
の
で
す
﹂

　

ま
た
︑港
の
開
発
と
と
も
に
後
背
地
の

整
備
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
︑
日
本

企
業
が
進
出
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
︒

そ
こ
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
功
す
れ
ば
︑日
本

企
業
の
利
益
に
︑ひ
い
て
は
日
本
経
済
に

裨ひ

益え
き

す
る
こ
と
に
も
な
る
︒

 

﹁
港
湾
の
開
発
で
は
︑新
し
い
港
湾
と
既

存
の
港
湾
や
需
要
地
と
の
位
置
関
係
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
︑マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ど

ん
な
状
況
に
あ
る
の
か
な
ど
︑相
手
国
や

地
域
の
必
要
性
に
応
じ
る
か
た
ち
で
合

理
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
重
要
で
す
﹂

と
柴
崎
さ
ん
は
述
べ
る
︒

港
の
発
展
を
導
く
た
め
に

　

港
を
造
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
︑港

と
し
て
機
能
し
︑発
展
す
る
こ
と
が
重
要

1974年生まれ。東京大学大学院工学系研究科修士課
程修了。博士（工学）。東京大学助手、国土交通省国土
技術政策総合研究所国際業務研究室長、（一財）国際
臨海開発研究センター研究主幹等を経て、2017年より現
職。近著に『グローバル・ロジスティクス・ネットワーク ―国
境を越えて世界を流れる貨物―』（編著、成山堂書店）。

東京大学大学院
工学系研究科システム創成学専攻 准教授
柴崎隆一（しばさき・りゅういち）さん

首都バンコク東南80 ～200km圏の臨海地域
を工業中心に開発する「東部臨海開発計画」
の一貫として1980年代後半に建設がスター
ト。後背地に輸出加工業と一般軽工業を担う
工業団地が建設され、現在に至るまでタイの
産業を牽引している。

レムチャバン港と工業団地
後背地整備が導く
港の成功

世界の海上総輸送量は
年間
約11億6,000万トン

途上国の荷揚げ量は世界の
63パーセント

世界の海上貿易における荷揚げ量の推移

JICAによる港湾分野の支援実施国海上輸送される主要品目の割合

2006
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

海
上
輸
送
量（
１
０
０
万
重
量
ト
ン
）

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017（年）

   荷揚げ量（世界）   荷揚げ量（途上国）

港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集 　

レムチャバン工業団
地は港に隣接してお
り、原料・製品の輸
出入に便利。製造さ
れた自動車や機械
部品等が港から輸
出されている。巨大
な消費市場であるバ
ンコクからのアクセ
スもよい。

❶ 工業団地  ❷ 港エリア
❸ コミュニティエリア／レストラン／環境観光地区
❹ 賃貸借工業地域（出典：Laem Chabang Port パンフレット）

支援実施国  53か国  アジア16か国、大洋州8か国　欧州・中東・アフリカ・中南米29か国
実施済  188件  開発調査38件、有償資金協力89件、無償資金協力40件、技術協力21件　
実施中  17件  開発調査0件、有償資金協力6件、無償資金協力7件、技術協力4件

石油
27%

鉄鉱石
13%

その他
46%

石炭
10%

穀物 4%

＊

＊船舶の貨物積載能力を表す大きさの単位

（2017年）

アジア16か国

大洋州
8か国

欧州・中東・アフリカ
24か国

中南米 5か国
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力
隊
に
応
募
。
今
は
社
会
連
帯
省
の
地

方
支
局
に
配
属
さ
れ
、
洋
服
の
お
直
し

や
手
工
芸
品
の
製
作
を
行
っ
て
い
る
複

数
の
N
G
O
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
N
G
O
の
商
品
を
見
て
、
作
り
手
の

女
性
た
ち
と
話
し
て
感
じ
た
の
は
、
縫

製
を
て
い
ね
い
に
し
て
、
外
国
人
の
好

む
デ
ザ
イ
ン
に
す
れ
ば
も
っ
と
売
れ
る

の
に
、
と
い
う
こ
と
。
そ
こ
で
て
い
ね

い
な
縫
製
技
術
を
教
え
、
新
し
い
形
や

縫
い
方
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
さ
ま
ざ

ま
な
商
品
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
商
品
の
差
別
化
を
図
る
た
め

に
「OSRM

ONTEJA

（
オ
サ
ル
モ
ン

テ
ガ
）」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
現
地
の
言
葉
で
オ
サ
ル
は

家
族
、
モ
ン
テ
ガ
は
商
品
。
家
族
の
あ

た
た
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
商
品
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
名
づ
け
ま
し
た
。
と
く
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
は
先
輩
隊
員
と

N
G
O
メ
ン
バ
ー
で
考
案
し
た
、
ハ
ー

ヤ
メ
ー
ヤ
（
エ
ジ
プ
ト
の
伝
統
的
な
工

芸
品
）
柄
の
布
の
商
品
。
既
存
の
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
を
改
良
し
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

の
ポ
ー
チ
や
エ
コ
バ
ッ
グ
、
ク
ラ
ッ
チ

バ
ッ
グ
な
ど
新
商
品
も
加
え
ま
し
た
。

エ
ジ
プ
ト
の
Y
K
K
社
か
ら
は
C
S
R

（
企
業
の
社
会
的
責
任
活
動
）
の
一
環
と

し
て
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
商
品
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
販
路
開
拓
の
た
め
に
、
バ
ス

で
7
時
間
か
け
て
カ
イ
ロ
ま
で
行
き
、

飛
び
込
み
営
業
。
ア
ラ
ビ
ア
語
と
身
ぶ

　
エ
ジ
プ
ト
に
は
、
雑
貨
や
ア
ク
セ

リ
ー
な
ど
を
手
作
り
し
、
女
性
た
ち
に

働
く
場
を
提
供
し
て
い
る
N
G
O
が

多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
売
り
上
げ
が

伸
び
悩
み
、
品
質
向
上
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
販
路
拡
大
に
役
立
つ
人
を
求
め
て
い

ま
し
た
。
私
は
大
学
の
被
服
科
で
学
び
、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
営
業
や
、
商

品
カ
タ
ロ
グ
や
ウ
ェ
ブ
の
企
画
・
デ
ィ

レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
経
験
が
生
か
せ
る
と
思
い
協

今回の隊員は、服のお直しをしたり
手工芸品を作るエジプトの
女性たちの活動に協力しています。

「ハーヤメーヤ」とは、たくさんの布を折り重ねて模様を作るアップリケ
の刺繍。エジプト独自の工芸品です。もともとは砂漠で暮らす遊牧民が
テントの装飾として使っていたもので、モチーフはイスラミック柄（幾何学
模様）、アラビア文字、動植物、古代エジプトのファラオなどがあります。
現在ハーヤメーヤを作っているのは、世界遺産のカイロ歴史地区にある
ハーン・ハリーリ＊2の職人たち。タペストリーやクッションカバーを一針一
針ていねいに手作りしています。
　職人たちはまず、下地となる厚めの布に下絵を描きます。次にさまざま
な色のコットン布の中から必要な布を選んで、下絵に合わせて折り込み
ながら縫い付けます。職人たちは頭の中にある出来上がりのイメージに
沿って多様な色の布を重ねてどんどんアップリケを作っていきます。タペ
ストリーのように3メートルを超える大きいものは、完成までに3か月以上
かかることもあるそうです。
　そんなハーヤメーヤの柄がプリントされた「ハーヤメーヤ柄の布」は、イ
スラム教のラマダン（断食月）が近づくと街中のあちらこちらで目にします。
市場やスーパーの売り場がこの布でカラフルに彩られ、ラマダンの雰囲
気を盛り上げます。ラマダン中のエジプトは、たくさんのハーヤメーヤ柄
の布で彩られます。 （田原 彩）

り
手
ぶ
り
で
、「
こ
の
ポ
ー
チ
や
バ
ッ
グ
、

エ
ジ
プ
ト
人
の
女
性
が
作
っ
て
い
る
の
。

か
わ
い
い
で
し
ょ
う
?
」
と
商
品
を
猛

ア
ピ
ー
ル
し
、「
じ
ゃ
あ
、
置
い
て
み
よ

う
か 
」
と
言
わ
れ
た
時
に
は
思
わ
ず

「
や
っ
た
ー
!
」
と
日
本
語
で
叫
ん
で

い
ま
し
た
。
今
は
、
こ
れ
か
ら
に
向
け

て
エ
ジ
プ
ト
人
同
士
の
つ
な
が
り
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
戻
っ
て
か
ら
も
エ
ジ
プ
ト
人

女
性
が
手
作
り
し
た
商
品
の
販
売
先
を

増
や
す
と
と
も
に
、〝
エ
ジ
プ
ト
親
善

大
使
〞
と
し
て
料
理
、
文
化
な
ど
エ
ジ

プ
ト
の
良
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
の
人

に
広
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

JICA海外協力隊
がゆく

職業訓練でミシンの技術を学んだ仲間たち。
バザーで販売。商品にはタグ（右の写真）とカード（アラビア
語、英語、日本語）を付けて、ブランドや製作しているNGOを紹介
している。OSRMONTEJA Facebook ： https://www.facebook.com/osrmonteja/

完成したシャツへの意見を求められている田原さん（左）。

+one information

エジプトの伝統工芸「ハーヤメーヤ」

エジプトの女性が
作っています

この仕上がりは
どう？

イラスト⃝さかがわ成美

企画調整員（ボランティア事業）＊1

永山淳子（ながやま・あつこ）

Vol.  7

　観光客が多いエジプトで、外国人に向けた
お土産物の開発は隊員に期待されるところ。
外国人ならではの視点で、外国人が好みそう
なデザインの提案や商品の魅力の発信などが
できるからです。田原さんは、配属先と相談しな
がら新商品の開発、販路開拓を行い、商品の
売り上げ向上に貢献しています。赴任から2年
がたち、これからは引き継ぎの時期。現地の人
をうまく巻き込み、活動を進めてください。

エジ
プト事務所から ひとこと

＊1 隊員の活動全般を支援する「ボランティア事業支援のプロ」。また相手国の
要望を調査し要請開拓を行うなど、隊員活動全体の運営を行う。

＊2 14世紀末ブルジー・マムルーク朝の初代スルタンの時代に開かれたスーク（市）が、当
時の姿のまま保存されている地域。迷路のような道の両側には、金属細工やアンティーク、
民族衣装、工芸品などの店がいまも多数並んでいる。

田原 彩
たはら・あや　34歳
出身地：山梨県　職種：手工芸
任期：2017年7月～2019年11月

エジプトin

ブランドを立ち上げて、
商品の品質の向上に
協力しています

エジプト

首都 ： カイロ

24June 201925 June 2019



プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
、
多
数
の

子
ど
も
服
を
集
め
た
。
こ
れ
ら
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
国
連
難
民

高
等
弁
務
官
事
務
所
（
U
N
H
C
R
）

を
通
し
て
世
界
各
国
の
難
民
の
子
ど
も

た
ち
に
届
け
ら
れ
る
。

　難
民
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
が
あ
る

 

「〝
難
民
〞
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

身
近
な
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
の
主
体
性
や
対
話
を
大
切
に
し
た

授
業
を
実
践
し
、
世
界
の
現
実
や
課
題

を
前
に
、
な
に
か
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
高
ま
っ
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
子
ど
も
た
ち
が
『
ぜ
ひ
や
り
た

い
』
と
言
い
、
こ
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。〝
他た

人に
ん

事ご
と

〞
だ
っ
た
問
題

を
〝
自
分
事
〞
と
し
て
受
け
止
め
、
社

会
と
関
わ
る
大
切
さ
を
感
じ
、
自
分
の

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
や
生
活
の
あ
り
方

を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
」
と
話
す
教
諭
の
大
森
洋
介
さ
ん
。

　
1
学
期
は
、
写
真
や
ニ
ュ
ー
ス
、
映

像
資
料
か
ら
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
ま

つ
わ
る
課
題
に
つ
い
て
調
べ
、整
理
し
、

壁
新
聞
に
ま
と
め
て
中
間
発
表
を
行
っ

た
。
ま
た
、
ユ
ニ
ク
ロ
の
店
長
に
よ
る

難
民
問
題
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

の
出
張
授
業
を
受
け
、
遠
い
存
在
だ
っ

た
難
民
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る

こ
と
が
あ
る
と
知
り
、
子
ど
も
た
ち
の

ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ
て
い
る
。

授
業
に
は
心
に
響
く

体
験
を
取
り
入
れ
る

　
大
森
さ
ん
は
J
I
C
A
が
主
催
す

る
教
師
海
外
研
修
へ
の
参
加
を
き
っ
か

け
に
J
I
C
A
と
つ
な
が
り
、
今
回
の

授
業
実
践
で
は
、「
開
発
教
育
指
導
者

研
修
」
が
役
に
立
っ
た
と
い
う
。「
難

民
を
テ
ー
マ
に
し
た
18
年
度
の
研
修
で

は
、
全
国
の
先
生
方
と
学
習
指
導
案
を

議
論
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
の
も

と
授
業
計
画
か
ら
実
践
、
報
告
ま
で
が

で
き
て
大
き
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
」。

　
総
合
的
な
学
習
に
長
年
取
り
組
み
、

教
師
と
し
て
の
経
験
を
積
み
重
ね
て
き

た
大
森
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を

確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、「
探

究
的
な
学
習
の
サ
イ
ク
ル
を
く
り
返
す

こ
と
」
と
「
心
に
響
く
体
験
活
動
を
取

り
入
れ
、協
同
的
な
学
び
を
行
う
こ
と
」

が
大
切
だ
と
言
う
。
1
年
か
け
、
世
界

の
課
題
や
難
民
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
学
び
、
子
ど
も
た
ち
が
自
発

的
に
参
加
を
決
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
じ
た
学
び
は
、
心
に
響
く
体
験
に

な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、〝
届
け
よ
う
、

服
の
チ
カ
ラ
〞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
高
く

評
価
さ
れ
、
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ

た
学
校
を
表
彰
す
る
〝
届
け
よ
う
、
服

の
チ
カ
ラ
〞
ア
ワ
ー
ド
で
優
秀
賞
に
輝

い
た
。
6
年
生
が
最
後
の
1
年
間
に
学

ん
だ
こ
と
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
。

な
か
に「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
、

難
民
に
服
を
届
け
た
い
」
と
い
う
思
い

が
自
然
に
生
ま
れ
て
き
た
。

　
2
学
期
は
、
全
ク
ラ
ス
に
服
の
回
収

箱
を
置
い
た
が
、
当
初
は
ほ
と
ん
ど
服

が
集
ま
ら
な
か
っ
た
。「
子
ど
も
た
ち

は
す
ぐ
に
集
ま
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

た
の
で
、
少
し
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
な
ぜ
集
ま
ら
な
い
の

か
を
み
ん
な
で
真
剣
に
話
し
合
っ
て
、

ほ
か
の
学
年
の
児
童
に
服
を
集
め
て
い

る
理
由
を
伝
え
き
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
低
学

年
に
は
紙
芝
居
で
説
明
し
、
他
学
年
と

授
業
参
観
に
来
た
保
護
者
に
は
、
わ
か

り
や
す
い
チ
ラ
シ
を
配
り
ま
し
た
。
近

隣
の
中
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
に
も
声

を
か
け
、
自
治
会
に
は
回
覧
板
を
回
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
が

実
を
結
び
、
段
ボ
ー
ル
48
箱
分
の
子
ど

も
服
が
集
ま
り
ま
し
た
」。

　
さ
ら
に
難
民
や
世
界
の
課
題
を
学
ぶ

た
め
、
社
会
科
見
学
で
は
神
戸
市
の

J
I
C
A
関
西
を
訪
ね
、
国
際
協
力
に

取
り
組
む
人
た
ち
の
話
を
聞
い
た
。
授

業
で
は
難
民
と
な
る
プ
ロ
セ
ス
や
難
民

キ
ャ
ン
プ
を
擬
似
的
に
体
験
し
、
そ
の

苦
し
さ
や
つ
ら
さ
を
理
解
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。「
こ
う
し
た
学
習
を
通
し

て
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
高
ま
り
、
地
域
や
ク
ラ
ス

の
中
で
困
っ
て
い
る
人
を
見
つ
け
る
と
、

自
然
に
声
か
け
や
手
助
け
で
き
る
児
童

が
増
え
ま
し
た
」
と
、
大
森
さ
ん
は
子

心に響く体験活動で
学びを深める
難民×子ども服

岡山県備前市立片上小学校教諭の大森洋介さんは、1年間かけて6年生の総合的な学習の時間で
難民についての授業を行った。小学生が身近な問題としてとらえにくいこのテーマに、どう取り組んだのだろうか。

世界につながる教室④

大森洋介（おおもり・ようすけ）さん
岡山県備前市立片上小学校教諭
岡山県小学校教育研究会総合学習部会副部長

開発教育指導者研修　参加者募集中！
JICA地球ひろば（東京）では毎年、全国の教員に向けた開
発教育指導者研修を行っています。現在、参加者を募集
中！　また、全国15のJICA国内拠点でも、教員研修や見学
受け入れを実施しています。詳しくはこちらへ。

JICAの研修や授業実践
で得られた学びは、岡山
県下の学校や先生方にも
積極的に伝えていきます

JICA関西訪問

工夫して
子ども服を回収

上：難民について自分
たちができることを考
え、黒板に貼っていっ
た。左：難民について
学び、考えたことを壁
新聞にまとめる。

JICA関西を訪問。世界の子どもたちや課題につい
ていろいろな人の話を聞いた。

低学年に向けて、紙芝居を使い子
ども服を回収する意義を伝えた。

難民についての
授業

子ども服を回収する理由をまとめたチラシを作って
配布したことが、多くの人の共感を呼んだ。

　
体
育
館
に
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
た
子

ど
も
服
、
そ
の
数
4
7
3
9
枚
。
す
べ

て
片
上
小
学
校
の
6
年
生
26
人
が
集
め

た
も
の
だ
。

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
世
界
の
子

ど
も
た
ち
が
抱
え
て
い
る
現
状
を
知

り
、
ユ
ニ
ク
ロ
や
ジ
ー
ユ
ー
を
展
開
す

る
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
が
主
催

す
る
「〝
届
け
よ
う
、
服
の
チ
カ
ラ
〞

集めた子ども服を体育館に並べて記念撮影。

“届けよう、   服のチカラ”
 プロジェクトに参加

ユニクロの店長による
出張授業。

段ボール箱に詰めた子ども服
を運ぶ子どもたち。
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明るい街、にぎわう夜

カンターヤ湖ほとりで開かれる夜市は毎夜、
パアン市民でにぎわう。パアンはカレン州の州都。 地

球
ギ
ャ
ラ
リ
ー
写
真・文
⃝
渋
谷
敦
志 

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

Republic of the Union of Myanmar
［ミャンマー連邦共和国］EARTH GALLERY　Vol. 129



時計塔にはカレン人のシンボルマークである
太鼓と水牛の角が描かれている。

街でよく見かけるカエルの像。
パアンの「パア」はカエルの意味。

カレン料理。タイ料理ほど辛くなく、
ビルマ料理ほど脂っこくない。

パアン郊外のサダン洞窟内にある寺院を参拝する人々。

パアンの市場で働く子ども。日焼け止めの効果がある
「タナカ」を顔に塗る。

カレンの名峰ズウェカビン山を背景に記念撮影。

誰でも食事できる場
「サトゥディダ」で働き、功徳を積む男性。 一服する市場の労働者。

冬瓜の収穫を手伝う子ども。

ゴムの加工場。天然ゴム生産は
カレン州の主力産業。

タンルウィン川の河川敷で
乾季にニガウリを育てる農家。

30June 2019



サダン洞窟の中にある鍾乳洞は
自然にできたとは思えないほど巨大で、神秘的だった。

サダン洞窟を抜け、田んぼの用水路を通って帰る観光客。

ミャンマー

カレン州

　
乾
季
の
2
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
東
部
の
タ
イ
国
境

と
接
す
る
カ
レ
ン
州
を
訪
れ
た
。
ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら

車
で
お
よ
そ
8
時
間
、
州
都
パ
ア
ン
に
到
着
す
る

と
、
車
窓
か
ら
馴
染
み
の
あ
る
カ
レ
ン
の
伝
統
服

姿
で
歩
く
人
が
見
え
た
。「
近
く
て
遠
か
っ
た
カ

レ
ン
人
の
故
郷
に
よ
う
や
く
来
た
ん
だ
な
」
と
い

う
感
慨
に
と
ら
わ
れ
た
。
そ
の
空
気
を
も
っ
と
肌

で
感
じ
よ
う
と
、
宿
で
荷
を
置
い
て
す
ぐ
、
カ
メ

ラ
片
手
に
街
へ
く
り
出
し
た
。

　
市
民
の
憩
い
の
場
だ
と
い
う
カ
ン
タ
ー
ヤ
湖
で

は
、
若
者
が
湖
と
岩
山
を
背
に
ス
マ
ホ
で
記
念
撮

影
に
夢
中
だ
っ
た
。
湖
の
向
こ
う
の
雄
大
な
山
こ

そ
、
カ
レ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
的
名
峰
、
ズ
ウ
ェ
カ
ビ

ン
山
だ
。
だ
が
、
ぼ
く
が
惹
か
れ
た
の
は
湖
の
ほ

と
り
の
夜
市
だ
っ
た
。
電
飾
が
祭
り
の
よ
う
な
風

情
を
醸
し
出
し
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
。

　
露
天
の
夜
市
は
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
食
事

を
楽
し
む
家
族
連
れ
や
若
者
で
た
い
へ
ん
な
に
ぎ

わ
い
だ
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
定
番
の
〝
ヒ
ン
〞
と
呼
ば

れ
る
カ
レ
ー
屋
や
〝
モ
ヒ
ン
ガ
ー
〞
と
い
う
麺
料

理
屋
、豚
の
モ
ツ
を
串
刺
し
に
し
て
食
べ
る〝
ド
ッ

ト
ゥ
ウ
〞
や
、巻
き
寿
司
を
売
る
店
も
あ
る
。「
カ

レ
ン
で
は
長
い
あ
い
だ
時
計
が
止
ま
っ
て
い
た
が
、

停
戦
合
意
の
あ
と
、
針
が
ゆ
っ
く
り
動
き
始
め
た
。

2
年
ほ
ど
前
、
屋
台
は
4
〜
5
軒
だ
っ
た
。
今
で

は
数
え
切
れ
な
い
。
街
灯
が
つ
い
て
街
は
明
る
く

な
り
、
人
の
雰
囲
気
も
明
る
く
な
っ
た
」
と
出
店

し
て
い
る
ソ
ー
ザ
ニ
ー
さ
ん
は
こ
の
数
年
の
変
化

を
語
る
。
夜
市
を
楽
し
む
人
た
ち
に
カ
メ
ラ
を
向

け
て
い
る
と
、
カ
レ
ン
の
人
び
と
は
ふ
だ
ん
、
な

に
を
食
べ
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
家
に
住
ん
で
い

て
ハ
ッ
と
し
た
。
自
分
が
カ
レ
ン
の
基
本
的
な
こ

と
を
あ
ま
り
知
ら
ず
に
き
た
こ
と
に
。

　
長
年
強
い
関
心
を
持
っ
て
カ
レ
ン
の
「
難
民
問

題
」
を
追
い
か
け
て
き
た
が
、
そ
れ
は
タ
イ
側
の

難
民
キ
ャ
ン
プ
に
限
ら
れ
て
い
た
。
10
年
あ
ま
り

通
っ
た
が
、
今
で
も
カ
レ
ン
と
い
え
ば
、「
少
数

民
族
」「
紛
争
」「
難
民
」
を
思
い
浮
か
べ
る
ば
か

り
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
重
い
現
実
を
抜
き
に
カ
レ

ン
の
こ
と
は
語
れ
な
い
の
だ
が
、
カ
ギ
か
っ
こ
で

括く
く

ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
カ
レ
ン
の
人
び

と
が
な
に
を
守
ろ
う
と
し
て
き
た
か
を
知
る
た
め

に
、
こ
の
地
域
の
暮
ら
し
や
文
化
に
も
っ
と
多
面

的
に
触
れ
た
い
と
思
い
直
し
た
。
そ
ん
な
動
機
か

ら
カ
レ
ン
を
巡
る
旅
は
始
ま
っ
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
行
政
的
に
七
つ
の
州
と
七
つ
の

管
区
に
分
か
れ
る
。
管
区
に
は
多
数
派
ビ
ル
マ
人

が
、
州
に
は
そ
の
州
名
と
も
な
っ
た
少
数
民
族
が

多
く
住
む
。
1
9
4
8
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立

し
て
以
来
、
カ
レ
ン
州
で
は
支
配
的
な
ビ
ル
マ
人

と
カ
レ
ン
人
武
装
勢
力
と
の
紛
争
が
続
き
、「
世

界
で
も
っ
と
も
古
い
内
戦
」
と
も
い
わ
れ
た
。

2
0
1
2
年
の
停
戦
合
意＊

を
受
け
、
カ
レ
ン
州
の

外
国
人
の
立
ち
入
り
が
認
め
ら
れ
た
。
長
年
、
経

済
発
展
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
滞
っ
た
ま
ま
だ
っ
た

が
、
そ
れ
ゆ
え
に
未
開
発
の
自
然
の
恵
み
と
つ
な

が
る
秘
境
感
が
残
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。

　
近
郊
の
村
を
回
る
と
い
つ
も
、「
村
へ
よ
う
こ

そ
。
ご
飯
は
食
べ
ま
し
た
か
?
」
と
高
床
式
の

家
に
招
か
れ
た
。
た
い
て
い
仏
様
が
祀ま

つ

ら
れ
る
部

渋
谷
敦
志（
し
ぶ
や・あ
つ
し
）

写
真
家
、フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
、英
国

London C
ollege of Printing

卒
業
。世
界
中
の
紛
争
や
災
害
、貧
困
、人

権
の
問
題
を
写
真
と
言
葉
で
伝
え
て
い
る
。東
京
在
住
。近
著
に『
み
ん
な

た
い
せ
つ　

世
界
人
権
宣
言
の
絵
本
』（
岩
崎
書
店
）、『
ま
な
ざ
し
が
出
会

う
場
所
へ
│
越
境
す
る
写
真
家
と
し
て
生
き
る
』（
新
泉
社
）が
あ
る
。

↓
抽
選
で
1
名
様
に
最
新
刊
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。詳
し
く
は
38
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

る
の
か
、
ど
ん
な
価
値
観
を
大
切
に
し
て
い
る
の

か
、
素
朴
な
疑
問
が
次
々
と
わ
い
て
き
た
。
そ
し

街中で修行する尼僧。修
行を続けることができるよう
に、市民が米などを捧げる。

屋
で
お
茶
の
輪
に
加
わ
る
。
コ
ー
タ
ン

カ
ー
と
い
う
3
6
0
世
帯
の
村
で
は
、

86
歳
に
な
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
元
気
づ

け
よ
う
と
大
勢
の
村
人
が
集
ま
っ
て
い

た
。
み
な
親
戚
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い

う
。「
村
の
パ
ヤ
ー
に
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
わ
れ
、
村
人
が
共
同

で
建
て
た
パ
ヤ
ー
（
仏
塔
）
に
参
拝
す

る
。「
仏
塔
は
私
た
ち
の
一
番
の
誇
り
」

だ
と
い
う
。
カ
レ
ン
人
の
信
仰
心
の
篤あ

つ

さ
に
ぼ
く
の
内
側
に
宿
る
仏ぶ

っ

性し
ょ
うら

し
き

感
覚
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
瞬
間
、
こ
れ
ま

で
出
会
っ
た
カ
レ
ン
難
民
一
人
ひ
と
り

の
心
に
、
ほ
ん
の
少
し
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た
気
が
し
た
。

　
パ
ア
ン
で
の
滞
在
最
後
の
日
、
街
で

尼
僧
の
托
鉢
を
初
め
て
見
た
。
先
頭
を

歩
く
大
人
以
外
は
全
員
子
ど
も
。
中
に
は
10
歳
に

満
た
な
い
子
も
交
じ
っ
て
い
た
。
軒
先
で
待
っ
て

い
た
在
家
信
者
が
米
や
果
物
な
ど
を
お
鉢
に
入
れ

寄
進
す
る
。
尼
僧
の
列
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、

淡
々
と
無
表
情
だ
っ
た
女
の
子
が
は
に
か
み
混
じ

り
の
柔
和
な
笑
み
を
返
し
て
く
れ
た
。
こ
の
何
百

年
も
変
わ
ら
な
い
人
の
営
み
の
原
風
景
に
心
が
洗

わ
れ
る
よ
う
だ
っ
た
。

＊ミャンマー政府とカレン民族同盟（KNU）とのあいだの停戦合意。その後、2015年に政府はKNUを含む八つの少数民族武装
組織とのあいだで全国規模の停戦合意に署名。全武装勢力との停戦はいまだ実現していない。33 June 2019 32June 2019



安心・安全な中学校で学ぶ女子生徒たち（カンボジア）。
 （写真提供 : JICA）

＊G7は日本、米国、英国、フランス、ドイツ、イタリア、カナダの
7か国とEUが参加する首脳会議。G20は、G7にほかの先進
国や新興国も加えた20か国が参加する首脳会議です。

答えてくれ

た
人

サ
ミ
ッ
ト（
首
脳
会
合
）と

開
発
問
題

　G7やG20のサミットは年に1度開催
され、世界のさまざまな問題について話
し合われます。途上国の貧困、教育、
保健といった開発問題はサミットの重要
テーマの一つとして議論され、国際社会
に対し政治的なメッセージを発信してき
ています。
　G7は1月に、G20は12月に議長国
が交代し、次のサミットに向けて関連す
る閣僚会合や事務レベルの作業部会
を通じて準備を進めます。
　G7では長年、食料安全保障やアフ
リカなどを取り上げているほか、これまで
に表明した約束（コミットメント）の進捗
を報告しています。なおG7開発大臣会

　2015年の国連サミットで採択された
SDGsは、「誰一人取り残さない」持続
可能で多様性と包摂性のある社会を実
現すべく、30年までに達成すべき目標と
して17のゴールおよび169のターゲット
を定めています。G20は、16年にSDGs
達成に向けた行動計画をとりまとめ、そ
の後の取り組みを毎年アップデートして
います。今年秋のSDGsサミットも見据
え、G20の取り組みを発信する予定です。
　途上国をはじめ世界では、道路、水、
電力といったインフラを整備してほしいと
いうニーズがたくさんあります。ただ、持
続可能な開発を実現するためには、どの
ようなインフラでもよいわけではなく、たと
えば、環境や社会面での影響に配慮した
「質の高いインフラ」を整備していくこと
が重要です。G20では、このような「質
の高いインフラ」とはどのようなものであ
るべきか、共通認識をつくり、国際社会
に広めたいと考えています。
　また持続可能な開発を達成するため

　今年のフランス議長国下のG7では、
グローバリゼーションが進む中で「誰一
人取り残さない」ための不平等との闘い
が全体テーマとなっています。
　開発分野では、7月に開発大臣会合
が開催され、貧困、若者の雇用、紛争、
国家機能の脆弱性が大きな課題となっ
ているアフリカの諸地域などへの支援の
あり方や、持続可能な開発のための新し
い資金調達の方法についても話し合わ
れる予定です。また、あわせて開催される
教育大臣・開発大臣会合では、女子教
育と職業技術教育訓練の充実に向けた
議論が行われる予定です。

　日本としては、8月のアフリカ開発会議
（TICAD）の開催も見据え、G7の場でも、
アフリカへの支援に関する議論に積極
的に参加していく考えです。

合は2010年以降開催されていません
でしたが、昨年カナダが8年ぶりに開催
し、今年もフランス議長国下での開催
が予定されています。
　G20では10年以来、開発分野で存
在感を増す新興国も交えて、グローバル
な諸課題にG20としていかに取り組む
べきかを議論しています。

各国の首脳が一堂に会する
サミット（首脳会合）。6月には
G20の大阪サミットが、8月には
G7のビアリッツ・サミット （フランス）が
開催されます。

今月のテーマ

知っておきたい
国際協力⑨

教えて！ 外務省

アフリカに焦点を当てた
議論が予定されています。

持続可能な開発の
鍵となるテーマについて議論します。2

重要テーマの一つとして議論され、
政治的なメッセージを発信します。1

サミットで、開発問題は
どう議論されているの？1

今年のG20、開発分野で
何を議論するの？2

3

Ｇ7開発大臣会合の
ポイントは？3

には、人への投資を通じたエンパワーメン
トが不可欠です。そのため、教育、保健、
栄養などさまざまな要素のうち、本年は
特に教育に焦点を当て、途上国におい
て誰一人取り残されず、人々が自然災
害や紛争などの危機に際しても復興に
向けた力を発揮でき、さらによりよい未来
を築くための変革を生み出せる社会を創
るために、どのように質の高い教育を確
保するかを話し合っています。
　このほか、「三角協力」や「防災」
といったテーマでサイドイベントも開
催するなど、さまざまな角度から開
発分野について議論し、日本自身
の取り組みも発信していきます。

外務省
国際協力局 参事官（地球規模課題担当）

赤松 武（あかまつ・たけし）さん
1988年外務省入省。大臣官房国際報道官、中東アフリカ
局アフリカ第一課長、在スーダン日本国大使館参事官、在南
スーダン日本国大使館特命全権大使、国際連合日本政府
代表部公使などを経て2018年9月より現職。G7・G20開発
分野などを担当し、大阪G20開発作業部会の議長を務める。

外務省ODA
広報キャラクター
ODAマン

©DLE

　アフリカのサハラ砂漠南部に位置す
るブルキナファソは、世界で最も貧しい
国の1つで、国際社会からの支援が求
められている国です。家庭の事情などで
就学をあきらめる女性も多く、中学校へ
の進学率が41.8パーセント、高校への
進学率が15.2パーセント（2016～17
年）と高くありません。女性たちが収入
を得るための職業技術を身に付ける教
育施設も不足していて、その増設と質
の向上が国の「人材開発」の課題とし
て挙げられています。
　そのような状況のなか、首都のワガ
ドゥグ市にある女性のための裁縫訓練
施設が日本のODAの支援を受けて13
年に校舎を増築し、不足していた裁断
用の机やアイロン、足踏みミシン、はさ
みなどが供与されました。この施設はお
もに中学校以上の学習機会のない女

性たちに、自立と就業のための専門技
術の学習機会を与えるためのもの。通
学している女性たちは13歳から20歳
で、卒業生は766人です（18年3月現
在）。この学校では、卒業時に優秀者5
人に学校が機材を供与して就業できる
ように援助することを、生徒へのモチ
べーションとしています。
　生徒たちは3年間、最近の日本では
あまり見ることのなくなった足踏みミシン
や木炭を入れたアイロンを上手に使っ
て、理論と実習を通して裁縫の技術習
得に日々励んでいます。
　ブルキナファソでは、既製服を購入す
るよりも体形に合わせて好きな色や柄
の普段着や外出着を仕立てるのが一
般的。そのため、仕立屋はとてもニーズ
の高い職業です。この訓練施設を卒業
した女性たちの7割以上が個人で仕立

服の店を開いたり、仕立屋に就職したり
して、その技術を生かして活躍していま
す。この国の未来を背負う女性の社会
進出に、今後も日本の草の根の協力が
役立っていくことでしょう。

（在ブルキナファソ日本国大使館）

裁縫技術で未来を築く女性たち
在外公館レポート from Burkina Faso

ブルキナファソ

子ども用ワンピースを製作した生徒。

首都：ワガドゥグ

ブルキナファソ

みんなの学校・女子就学キャンペーンの様子（ニジェール）。
 （写真提供 : JICA）

2018年のG20ブエノ
スアイレス外相会合で
記念撮影に臨む河野 
太郎外務大臣（写真
提供 : 外務省）。

G20開発作業部会の様子。

子ども用のワンピースを製作した生徒。

今年の
G20は

日本が議長国

©DLE
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世界に笑いを届ける
パフォーマンスショー

　ひろしま国際プラザ内レストラン「ラコルト」では、
6月20日の「世界難民の日」を前に、難民問題を考
えるきっかけとなるフェアを開催する。期間中は、バ
イキングメニューの一品として、パキスタンやスリラン
カ、エチオピアなど難民が多く発生している国の料理
を日替わりで提供する。レストラン内には、日本国内
で難民支援を行うNPOへの募金箱を置くほか、レス
トラン前には難民に関する展示コーナーも設け、身
近な「食」から難民問題を知ることができる。

6月4日（火）~17日（月）
「食」から難民問題を考える

2019
JUNE-JULY
JICAイベントカレンダー

◦｢Meal for Refugee 
　－難民の故郷の味－｣フェア
会期： 2019 年 6月 4日（火）～17日（月）
 ランチ 12：00～13：30
 ディナー 18：00～20：00
 （ラストオーダー30分前まで）
会場： ひろしま国際プラザレストラン
 「ラコルト」
 広島県東広島市鏡山 3-3-1

予約不要。詳細はJICA中国まで。

6月22日（土）

　劇団WAHAHA本舗所属のコメディー・パフォーマンス・
グループ「3ガガヘッズ」と地球ひろばとのコラボ企画の第
2弾！　家族そろって楽しめるサイレント芸のパフォーマンス
のほか、世界32か国で1,000回以上の公演を行ってきた
メンバーが、海外ツアー先でのエピソードトークを披露する。

JICA中国（広島）

JICA地球ひろば（市ヶ谷）

JICA駒ヶ根

◦3ガガヘッズ　THE BODY TIGHTS MEN SHOW
　－笑顔で繋がる世界 Vol.2－ 
日時： 2019年6月22日（土）14:00～15:30
会場： JICA市ヶ谷ビル2階　国際会議場
 東京都新宿区市谷本村町10-5

入場無料、要事前申し込み、定員100名（先着順）。
詳細はJICA地球ひろばまで。

スポーツによる難民支援
6月22日（土）JICA北海道（札幌）

　６月20日の「世界難民の日」とTICAD7に関連
しイベントを開催。会場では、スポーツによる難民
の社会共生をテーマにしたドキュメンタリー『ナイス・
ピープル』を上映するほか、ブルキナファソで野球
の五輪代表チームの監督を務める出合祐太さんや
JICA南スーダン事務所長、国連UNHCR協会の
職員を招き、スポーツと国際協力のあり方について
鼎談を行う。また、アフリカの雑貨やパンの販売、
難民アスリートのパネル展も開催する。スポーツを
軸に難民問題について考える一日。

©Thelma/Louise

◦難民を知る2019
　～国境を超える、スポーツの絆～
日時： 2019年6月22日（土）
 13:30～16:30（開場13:00）
会場： 札幌国際交流館ライラックホール
 （リフレサッポロ）
 北海道札幌市白石区本通
 16丁目南4-26

入場無料、要事前申し込み。JICA北
海道（札幌）のレストランカフェ「地球
こうさてん」では、イベントとコラボした
世界各国の料理も味わえる。詳細は
JICA北海道（札幌）まで。

申し込み
詳細はこちら

◦まるかじり！ アフリカ入門　─TICAD7パートナー事業─
日時： 2019 年 6月 14日（金） 13:00～16:00
会場： TKP神戸三宮カンファレンスセンター
 兵庫県神戸市中央区御幸通6-1-12 
 三宮ビル東館5階

入場無料、要事前申し込み。
詳細はJICA関西まで。

申し込み
詳細はこちら

「ヤッサプレ」を食べて
協力隊員と話そう

6月22日（土）

　40周年記念として「食」のイベントを開催する。会場では、セネガ
ルの料理「ヤッサプレ」を食べながら、セネガルに派遣された青年海
外協力隊経験者と話をすることができる。ヤッサプレとは鶏肉と玉ネ
ギを使ったもので、白いご飯にかけて食べるセネガルの国民的料理
だ。セネガル出身の訓練所スタッフのレシピをもとに食堂の調理員が
本場の味を忠実に再現する。

◦エスニック・ランチ「セネガル料理を食べよう！」
日時： 2019年6月22日（土）12:00～13:30
会場： 駒ヶ根青年海外協力隊訓練所
 長野県駒ケ根市赤穂15

参加費600円、要事前申し込み、定員40名（先着順）。
詳細はJICA駒ヶ根まで。

申し込み
詳細はこちら

申し込み
詳細はこちら
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）

イチ
オシ！

6月14日（金）~21日（金）

　記念イベントとして、JICA海外協力隊員が10か国以上の
派遣先で撮影した写真を展示する。途上国の生活の様子に
世界の多様性を感じ、子どもたちの人懐こい笑顔に思わずこち
らも笑顔になれる。長野県にゆかりのあるJICA海外協力隊員
が現地の活動を紹介するパネルも展示する。

◦写真展「JICA海外協力隊員が見た景色や出会った人びと」
会期： 2019年6月14日（金）～21日（金） 10:00～20:00
 初日は12:00開場、最終日は16:00閉場
会場： ステーションビルMIDORI長野３階
 「りんごのひろば」
 長野県長野市南千歳1-22-6

入場無料、事前申し込み不要。詳細はJICA駒ヶ根まで。

詳細はこちら

JICA海外協力隊が見た世界

駒ヶ根訓練所開設40周年記念イベント

　アフリカ開発会議（TICAD7）の関連イベントを開催する。会場
では、JICAアフリカ部の部長や、ガーナで起業した元JICA海外
協力隊員、神戸で学ぶアフリカからの留学生、日本でアフリカの
事業展開を行う企業が一堂に会し講演を行う。JICAがアフリカで
展開する事業を知り、アフリカに対する理解を深めることができる。 6月14日（金）

JICA関西

開発が進む
アフリカの「今」を知る
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 7月号  特集 メコン地域諸国
今年は「日メコン交流年2019」。目覚ましい発展を遂げ、社会基盤が整いつつあるメコ
ン地域諸国でいま、必要とされる支援とは？ 「地域連結性の強化」をキーワードに、日
本が取り組む人材育成などの協力の現場をお伝えします。

次号予告（2019年7月1日発行予定）

JICAや記事内容についてのご意見、ご感想をお待ちしております。
また、こんな企画を実施してほしいなどのご希望もぜひお寄せくだ
さい。お寄せくださった方の中から、抽選でプレゼントを差し上げま
す。下記項目をお書き添えのうえ、巻末のアンケートはがき、Eメー
ル、またはファクスでお送りください。

●氏名　●住所　●電話番号　●年齢　●性別　●職業
●本誌を入手した場所　●面白かった記事　●本誌へのご意見・
ご感想
●JICAへのご意見・ご質問　●ご希望のプレゼント番号
＊お寄せくださったご意見・ご感想は、本誌やJICAのウェブサイトに転載す
る場合があります。あらかじめご了承ください。ご記入いただいた個人情報
は、プレゼントの発送および誌面の向上に役立てること以外の目的で使
用いたしません。当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

◎応募締め切り 2019年7月15日

アンケートのお願い プレゼント
付き ［2019年6月号のプレゼント］

書籍
 『まなざしが出会う場所へ
─越境する写真家
として生きる』
渋谷敦志 著　新泉社
1名様

書籍
 『人と夢を技術でつなぐ
建設コンサルタント』
永冶泰司 監修、
加藤聡・宗広裕司 著
クロスメディア・パブリッシング
4名様

1 2
タイのPPバンドの手編みカゴ
人身取引被害者の自立支援を
行う「クレドトラカン・ホーム」製
作。伊達公子さんがタイを訪問し
た際（2019年5月号）に選びま
した ！  19×19cm
1名様

3

　女性の問題は先進国である日本でも多く、DV
（ドメスティックバイオレンス）とともにモラルハラ
スメントで悩む女性が増えているように思います。
今回の記事でGBV（ジェンダーに基づく暴力）に
ついてたいへんよくわかり、支援のありかたにつ
いてもフレームワークと具体的な活動が示されて
いて、わかりやすかったです。SDGsを扱う授業で
活用していきたいと思います。女子学生だけでな
く男子学生にも“人としてどう考えるか”、人権の
視点からどうとらえるかを考えさせたいです。
 （静岡県／ 50代／女性）

SDGsを扱う授業に活用
（3月号「特集 ジェンダー」を読んで）

読者の声

●申込方法
巻末の払込取扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希
望の送本期間・送付開始月号を明記の上、所定の金
額（送料＋手数料）を郵便局でお支払いください。入
金の確認後、発送の手配をいたします。入金から1週
間程度かかることもありますのでご了承ください。
＊複数冊、またはバックナンバーをご希望の場合は送料が異なりま
すので『mundi』編集部（木楽舎）までお問い合わせください。

定期送本の
ご案内

『mundi』バックナンバーはJICAのウェブサイトでご覧ください。
http://www.jica.go.jp/publication/mundiJICA mundi

Q

Q
A

「JICA地球ひろば」のウェブサイ
トでは、JICAボランティア経験者
を講師として紹介する出前講座
の概要や、教師海外研修に参加
された方々の授業案、過去の開
発教育に関するコンクールで上
位入賞した取り組みなどを掲載し
ています。ぜひご活用ください。

出前講座をして
いるのであれば、
教えてほしい。

開発教育を実践し
ている先生の授業
内容が知りたい。

「読者の声」にお
答えします

Q&A

■  国際協力出前講座
h t t p s : / / w w w. j i c a . g o . j p / h i r o b a /
program/practice/delivery/index.html

■  実践事例・学習指導案を探す
https://www.jica.go.jp/hiroba/
teacher/case/index.html
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今
年
3
月
中
旬
、ア
フ
リ
カ
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東
部
に
大
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サ
イ
ク
ロ
ン
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し
、大
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模
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雨
・
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水
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を
も
た
ら
し
た
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ザ
ン
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ー
ク
、

ジ
ン
バ
ブ
エ
、マ
ラ
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イ
各
地
の

犠
牲
者
は
7
0
0
人
を
超
え
、

約
1
8
0
万
人
が
被
災
し
た
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。日
本
は
最
も

被
害
の
大
き
か
っ
た
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
に
J
D
R
医
療
チ
ー
ム
を
派

遣
し
、
3
月
28
日
か
ら
4
月
13

日
ま
で
救
援
活
動
を
行
っ
た
。

　
任
地
の
グ
ア
ラ
・
グ
ア
ラ
地
区

は
、道
路
の
寸
断
で
医
療
支
援

の
手
が
届
い
て
お
ら
ず
感
染
症
が

増
え
て
い
る
。
J
D
R
は
資
機

材
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
で
輸
送

し
同
地
区
に
野
外
診
療
所
を
設

置
し
て
、
多
く
の
乳
幼
児
を
含

む
計
7
9
4
人
を
診
療
し
、症

状
が
重
い
場
合
に
は
都
市
に
あ
る

総
合
病
院
へ
の
緊
急
搬
送
を
支

援
し
た
。ま
た
現
地
で
は
、日
本

が
主
導
し
2
0
1
7
年
に

W
H
O
の
国
際
基
準
と
し
て
採

択
さ
れ
た「M

inim
um

 D
ata 

S
et

（
M
D
S
）」
が
初
め
て
使

用
さ
れ
た
。
M
D
S
は
被
災
国

保
健
省
へ
提
出
す
る
標
準
化
さ

れ
た
日
報
で
、
日
本
の
専
門
家

チ
ー
ム
が
そ
の
運
用
に
お
け
る
技

術
支
援
を
行
い
、
被
災
地
で
活

動
す
る
す
べ
て
の
国
の
緊
急
医

療
チ
ー
ム
が
使
用
し
た
。

モザンビークのサイクロン被害に
国際緊急援助隊（JDR）を派遣

 JICAのニュース&トピックスをもっと読みたい方はアクセス！
https://www.jica.go.jp/information/index.html
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│5月 8日│  アジア開発銀行を通じてインドネシア最大の高効率天然ガス発電所建設へ融資
    JICA出資の信託基金“LEAP”を活用。「質の高いインフラ投資」の推進へ。

│5月 7日│  JA全中と基本協定を締結。人材育成で農村活性化に寄与
   全国農業協同組合中央会（JA全中）とともに、途上国と日本双方の農村地域の課題解決を目指す。

│4月25日│  ール製造の副産物を肥料として活用し、持続可能な農業を支援
     環境に優しい肥料を途上国に紹介。アサヒグループホールディングスと協力覚書を締結。

JICA HEADLINE NEWS

緊急医療の“日本代表” ニュース深掘り！
　
今
回
私
は
、
J
D
R
が
円
滑
に
活
動
で
き
る

よ
う
現
地
で
調
整
役
を
務
め
ま
し
た
。日
本
が

派
遣
を
決
定
し
た
の
が
3
月
27
日
、私
は
そ
の

前
日
に
現
地
に
飛
び
、チ
ー
ム
受
け
入
れ
の
準
備

を
始
め
ま
し
た
。日
本
が
割
り
当
て
ら
れ
た
地
域

は
道
路
が
寸
断
さ
れ
橋
も
壊
れ
て
お
り
、さ
ら
に

日
中
は
40
度
近
い
気
温
に
な
る
な
ど
環
境
は
非

常
に
過
酷
。し
か
し
そ
れ
だ
け
に
高
い
支
援
ニ
ー

ズ
が
あ
り
ま
し
た
。チ
ー
ム
と
合
流
後
、大
量
の

貨
物
を
輸
送
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
手
配
や
災
害

対
策
本
部
、医
療
機
関
な
ど
と
の
調
整
を
行
い
、

活
動
拠
点
の
決
定
、立
ち
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　
災
害
後
の
混
乱
で
当
事
国
す
ら
被
災
地
の

情
報
を
十
分
に
把
握
で
き
な
い
な
か
、日
本
の

専
門
家
も
ま
た
早
い
段
階
で
現
地
入
り
し
て
情

報
収
集
に
協
力
。分
析
結
果
を
現
地
政
府
に
手

渡
し
、各
国
の
医
療
チ
ー
ム
の
円
滑
な
受
け
入

れ
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
J
D
R
医
療
チ
ー
ム
は
こ
れ
ま
で
60
回
近
い

派
遣
実
績
が
あ
り
、経
験
・
技
術
力
に
は
確
か
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。メ
ン
バ
ー
に
は
民
間
の
方
が

多
く
、そ
の
活
動
は
一
人
ひ
と
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。災
害
と
い
う
危

機
的
な
場
面
で
彼
ら
の
能
力
と
熱
意
が
十
分
に

発
揮
さ
れ
る
よ
う
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
調
整

す
る
の
が
私
た
ち
の
務
め
で
す
。そ
の
た
め
に
も

日
頃
か
ら
警
戒
や
訓
練
を
怠
ら
ず
、不
測
の
事

態
に
備
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2006年入構。青年海
外協力隊事務局、地球
環境部を経て、モザン
ビーク事務所に4年間
駐在。その後アフリカ部
で南部アフリカ地域の
開発援助に携わり、18
年5月から現職。

国際緊急援助隊
事務局

中瀬亮輔 
なかせ・りょうすけ

迅速対応！
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星空の下で、初めての映画体験を

「わたしが見つけたSDGs」に写真をお寄せください。貧困や気候変動、格差ほか、いま世界が直面して
いる課題に取り組む人々の姿など、SDGsの17の目標を身近に感じられる作品をお寄せください。
応募要項：写真1点（ご自身が撮影されたもの）、文字原稿400字以内。
＊写真内の被写体に関する肖像権、およびその他の権利は、投稿者の責任において、被写体の承諾を
得るなど必要な措置をとったうえでご応募ください。

ご応募・お問い合わせ先▶ML_JICAPR@jica.go.jp（『mundi』編集部宛て）

あなたの投稿をお待ちしています！

　

生
ま
れ
て
初
め
て
映
画
を
見
た
子
ど
も
た

ち
の
目
は
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

星
空
の
下
に
歓
声
が
響
き
ま
す
。

　

ア
フ
リ
カ
の
村
落
部
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

子
ど
も
た
ち
が
映
画
を
観
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
初
め
て
の
映

画
体
験
を
届
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

「cin
e
m
a sta

rs

ア
フ
リ
カ
星
空
映
画
館
」

と
い
う
移
動
映
画
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
、
2
0
1
6
年
か
ら
ア
フ
リ
カ
各
地
で

上
映
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
き
っ
か
け
は
、
今
か
ら
10
年
以
上

前
、
ウ
ガ
ン
ダ
北
部
の
内
戦
地
域
で
体
験
し

た
真
っ
暗
な
夜
で
し
た
。
ゲ
リ
ラ
軍
の
襲
撃

が
多
発
し
て
い
て
子
ど
も
た
ち
は
恐
怖
の
な

か
、
眠
れ
な
い
夜
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
夜
、
少
し
で
も
楽
し
い
時
間
に
し
よ
う

と
私
の
パ
ソ
コ
ン
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

映
画
を
観
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
10
年
後
、
立
派
な
青
年
に
な
っ
た
彼

ら
は
当
時
を
振
り
返
っ
て
言
い
ま
し
た
。「
あ

の
夜
、み
ん
な
で
観
た
映
画
が
、大
人
に
な
っ

た
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」。

　

星
空
の
下
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
映
画
を

観
る
こ
と
が
で
き
る
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を

感
じ
つ
つ
、
今
年
も
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た

ち
に
映
画
を
届
け
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く

の
子
ど
も
が
、
映
画
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な

物
語
を
知
り
、
別
の
生
き
方
の
可
能
性
に
出

合
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
月
の
投
稿（
文
・
写
真
）  

桜
木
奈
央
子
さ
ん

「cinem
a stars 

ア
フ
リ
カ
星
空
映
画
館
」代
表
。フ
ォ
ト
グ
ラ

フ
ァ
ー
。著
書
に『
世
界
の
と
も
だ
ち 

ケ
ニ
ア 

大
地
を
か
け
る
ア

テ
ィ
エ
ノ
』（
偕
成
社
）、『
か
ぼ
ち
ゃ
の
下
で 

ウ
ガ
ン
ダ 

戦
争
を

生
き
る
子
ど
も
た
ち
』（
春
風
社
）。

4． 質の高い教育をみんなに
10. 人や国の不平等をなくそう
16. 平和と公正をすべての人に

持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals: 
SDGs）は「誰一人取り残さない」をスローガンに、格差や
貧困、環境破壊など、世界が直面している問題の根本的
な解決を目指す、17分野の国際目標。

SDGsとは

持続可能な開発目標（SDGs）とJICAの取り組み
URL：https://www.jica.go.jp/aboutoda/sdgs/
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